


ご使用になる前に

このたびは、オムニエ ー ス RT3700をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
本器は、十分な検査を経て出荷されておりますが、下記の点をご確認の上、取扱説明書に基づい
てご使用下さい。

＜外観·付属品の確認＞
外観の損傷がないか、ご確認下さい。 又、納入品リストと照合し、本器の仕様、付属品等のご確
認をお願い致します。 万ー、損傷·欠品等がございましたら、ご購入先又は、巻末に記載の支店
営業所にご連絡下さい。

＜電源電圧セレクタの確認＞
ご使用になられる電源電圧に電圧セレクタを設定してありますが、電源を接続する前にご確認下

さい。
電圧セレクタはAClOOV、120V、220V、240Vが設定可能です。
また、電源電圧により使用するヒュ ー ズが異なりますので注意して下さい。
詳しくは本文を参照して下さい。

電 源 電 圧 ヒュ ー ズ

AClOOV T3.15A 

AC200V Tl. 6 A 

＜入力電EEのを禽＞
最大許容入力電圧はレンジの設定により下表の値となります。 この電圧を越えると本体の入力回
路が破損しますのでご注意して下さい。

レ ン ジ 最大許容入力電圧
(V/FS) (DC又は、ACヒ

゜
ーり値）

50mV~5000mV lOOV 

5V~500V 500V 

＜記録を行なう前に＞
記録を行なう場合は、必ず記録紙収納部のドアが開いていないか確認してから記録を行なって下

さい。 ドアを不完全に閉じたまま記録を行なうと記録ヘッドが破損する可能性が有りますのでご
注意して下さい。



輸出する際の注意事項
本製品は、外国為替および外国貿易管理

法の規定により、戦略物資等輸出規制品に
該当します。
従って、日本国外に持ち出す際には日本国
政府の輸出許可申請等必要な手続きをお取
リ下さい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

ご使用中に異常が起きた場合、直ちに電源を切りご購入先、又は巻末に記載の支店・営業所に御
相談願います。
尚、製品の出荷に関しては万全を期しておりますが、お気付きの点がございましたらご連絡をお
願いします。
又、この取扱説明書につきましても、 お気付きの点、 ご意見などございましたらご遠慮なくお聴
かせ下さい。
皆様の貴重な意見を反映させていく所存でございます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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第1章

概説



1. 概要•特徴

1-1. ;fJ既 要

RT3700は、200ドット／インチ（約8ドット／mm) のサーマルヘッドを用いた記録紙幅216mmのポー

タブルタイプのサーマルドットレコー ダです。
リアルタイム記録は、周波数特性がDC~25kHzと高帯域で、紙送り速度は最高200mm/secの高速紙
送りが可能です。 オプションの32k ワ ード／chのメモリカードを使用することにより高速のデータ
取り込み、記録が可能です。
電源は標準のAC·DCはもとより、 バッテリパック内蔵（オプション）により電源を接続せずに動作
可能です。

＜記録種類＞
・リアルタイム記録（波形記録、ロギング記録）
・メモリ記録（波形記録、ロギング記録、X-Y記録）
• 9チャネルのイベントマーカ ー記録

＜付加機能＞
•オートCA濃能

・デュアルスピード記録
・タイマモード記録
・バックグラウンド記録

・オートゲイン機能
・ファイル機能
•リスト印字機能

・ユー ザア）テーション（コメント）機能
・ユ ーザ チャート機能

等の機能があります。 また、GP-IBインター フェイスを標準装備しています。

1-2.特 徴

• DC~25kHz(-3dB)のリアルタイム記録
•最高200mm/secの高速紙送り
・約12ドット／mmサーマルヘッド、12 ビットAID変換器を搭載し鮮明な記録
・ メモリカード（オプション）へ高速現象のデータ収録可能 (32k ワ ード／ch)
• 250kHz/chの高速サンプリング
• 9チャネルのイベントマー カ標準装備

・ゼロサプレション機能を標準装備
• RMS入力を標準装備
•各種印字機能を標準装備

リスト機能， ユー ザアノテ ーション（コメント）機能， プリンタ機能

• GP-IBインター フェイスを標準装備
・ メモリ記録モ ードにおいて全チャネル、トリガチャネルに設定可能

1-1



2. 構 成

本器は、下記のように本体部、及び標準付属品一式により構成されています。

2-1.本イ本部

名 称 形 式 備 考

本 RT3700-0 メモリ機能なし
オムニエース -------------------------------------------

体 RT3700-1 メモリ機能付

2- 2.枷準イ寸属晶ー 式

1::1
ロ
1::1 名 形 式 定 格 数 量

電源コード 0311-5044 AClOOV用 1本

ACアダプタ 0250-1008 KPR-13S 1 個

AClOOV用タイムうり
、

ヒューズ 3.15A 1 個

ヒューズ
AC200V用クイムうり

ヤ

ヒューズ 1. 6A 1 個

リモー ト入カコネクタ 0242-5407 DA-15PF-N(Dサ7
｀

コネり夕） 1 個

DC電源用コネクタ 1 個

記録紙 0511-3161 ミシン目入りロール紙 216mrnX46M 1 巻

取扱説明書 本体用 1 部

取扱説明書 インターフェイス用(GP-IB) 1 部

1-2



第2章

各部の名称と機能



1. 上面部

前面部は、主に測定内容を設定するキ ーや、実行キ ー等の操作部、 その内容を表示するディスプレイからなります。 また、LED入力波形モニタやプリンタ部から構成されています。

口 wm 田国□国
I I I I 

呻◎
田◎◎

吟◎

!l 100◎◎

Gl::: 田◎◎

狐我◎

uornni手e

①電源スイッチ 阿

電源のON/OFFスイッチです。
オプションのバッテリが内蔵してある時はOFFの位置で充電状態になります。

②記録紙収納蓋ロック

記録紙を挿入する時このレバ ーを押して蓋を開きます。

⑲記録蓋
 

記録蓋の内側にサー マルヘッドが付いています。 この中に記録紙を挿入します。

④ディスプレイ

09/18/90/ 13:12:00 
press [STD REC] for

*READY*
8 channel or [LIST]

1行4 0文字x2行の蛍光管ディスプレイで、各々の測定条件のメニューや実行メニュー 、またコメント等の編集状態を表示します。
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⑥LEDモニタ部

| | | | | | | | | | | | | | 1 | | | 1 | | | | | | | | | | | | | 1 \

[ 

入力信号の波形モニタです。80点のLEDが入力波形とプリントヘッドに対応して
点灯します。

⑥ジョグホイ ールランプ

ジョグホイ ー ルで設定するモードの時点灯します。

⑦ジョグホイ ー ル

アンプ感度、ゼロポジション、ゼロサプレッション電圧など設定に使用します。

⑧アンプ入カター ミナル

アナログ信号入力用のター ミナルで1チャネルから8チャネルまであります。

⑨操作キ一部

REC/ 
STOP 

FEED 

LIST 

EVENT 

MANUAL 
TRIGGER 

亡コ

［コ

口

仁コ

［コ

[REC/STOP]キー

キーを押すと記録のスタートとストップを
交互に切り換えます。

[FEED]キー

キーを押している間、記録紙を空送りします。

[LIST]キー

キーを押すとディスプレイのメニュ ー選択設定になります。
簡易取扱説明書・キーの説明書の出力、 システムの全設定
内容の出力等を選択して実行させます。

[EVENT]キー
波形記録中にキーを押すとイベントマ ー クが印字されます。

[MANUAL TR I GGER]キー
キーを押すとトリガが発生します。

2-2



⑩AMPSETキ一部

AMPSET 

ZERO& 
GAIN 

A U TO 
R A NGE 

ACQUIRING 
゜

ARM 

゜

ロ

ロ

仁コ

ch.ID に］
(No. PRINT) 

[ZERO & GAIN]キー
零位置及びゲインを設定するメニュ ーになり、各チャネル

の設定等に使います。

[AUTO RANGE] キー

入力信号に合わせ自動で感度設定を行ないます。

[ARM] キー

バックグラウンド記録機能において

メモリカ ードにデータ収録を行う際、このキーを押すこと
によりトリガ待ちに移行します。

[ch. ID] キー

波形記録中にキーを押すとチャネル番号を印字します。

⑪MENUキ一部

MENU 
SPEED TIMER T RIGGER 

亡コ亡］亡］
SYSTE

M

MODE CO聞 ENT

亡コ に］ 仁コ

[SPEED] キー

キーを押すとチャ ー トスピード設定メニュ ー にな

りチャ ー トスピードの設定ができます。

モ ードがリアルタイム波形記録の場合は、リアル

タイム波形記録のチャ ー トスピード、モ ードがリ

アルタイムロギング記録の場合は、リアルタイム
ロギングのサンプルスピードが設定できます。

[SYSTEM] キー

キーを押すと測定条件の設定メニュ ーになり、測定条件の設定ができます。

[TIMER] キー

キーを押すとタイミング印字の設定メニュ ーになり、設定されたタイマ ーによってタ

イミングを出力します。

[MODE] キー

キーを押すと記録モードのメニュ ーになります。測定を行なうためのメニュ ーです。

[TR I GGER]キー
キーを押すとトリガの設定メニュ ー になり、トリガ条件の設定ができます。

[COMMENT] キー

キーを押すとコメント編集モードになります。
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⑫ソフトキ 一 部

I INTER I CHAN I GRID I INVERT I ID
I CHAN I ORDER I SET I PRINT I SET I more 

D Eコ仁コ Eコにコ仁コ
6つのキ ーからなり、それぞれのキ ー は上部のディスプレイの項目に対応しています。
ソフトキ ー は、測定条件の設定や変更、測定の実行などを行ないます。

⑬ファイル機能キ 一 部

FILE 
SAVE 1 

仁コ亡］
2 3 

仁コに］

⑭CHART SPEEDキ 一 部

1 5 

仁コ ［コ

本器は、3種類の設定状態を記憶することができ、各
1~3のキ ーによってその記憶された設定状態を呼び
出します。
また、 [SAVE]キ ーを押すことによって現在の設
定条件を記憶することができます。

CHART SPEED 

25 50 100 200 

亡］ 仁コ 亡］ 仁コ
mm/sec mm/min mm/hour A B C 

仁コ 仁コ 亡コ 仁コ 亡］ 亡コ

チャ ートスピー ドを設定します。 [A] 、 [B J、 [C J、キ ー は、 それぞれ必要に応
じてチャ ートスピ ー ドを任意に記憶・設定できます。

⑮英数字キ 一 部

A~z までのアルファベットや記号、また 0~9 までの数字から構成され、コメントの
編集や、リアルタイム波形記録のチャ ートスピー ドの設定、リアルタイムロギング記録
のサンプルスピー ドの設定等に使用します。

⑯ 3モ ー ドパイロットランプ

AC電源使用時は緑色に点灯します。
DC電源および内蔵バッテリ（オプション）使用時は無点灯です。
内蔵バッテリ（オプション）の電圧が低下して充電の必要がある場合は赤く点灯します。
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2. 背面部

背面部は、電源入力や本器を外部から運転するためのインターフェイスなどからなります。

□m 口
ー
ー

囚
ー
ロ

I I 

◎に二＝◎

［
ロ 塁

曰
曰
園・一

0

0

0

0

0

0

 

□l
①メモリカ ー ド用コネクタ

m

メモリカ ー ド（オプション）用コネクタです。メモリ記録モー ドで使用する時やバ ー ジ
ョンアップ等、内部ソフト更新用に使用します。

②リモー トコネクタ

START/STOP信号入力、イベント信号入力、外部トリガ信号入力などのコネクタです。

③冷却用ファン

④GP-IBコネクタ

ホストコンピュ ータとの接続用コネクタです。

⑤電圧セレクタ

使用するAC電源電圧に設定します。

⑥DC電源ソケット

DC12V電源で使用できます。

⑦AC電源‘ノケット

付属の電源コー ドをここに接続します。電圧セレクタの表示電圧を確認のうえ、規定の
電源電圧で使用して下さい。
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第3章

取扱方法



1. 使用前の準備と注意事項

1 - 1．嘔諏

電源を接続する前に本体の POWERスイッチがOFFになっていることを確認して下さい。
電圧セレクタは、出荷時に指定の電源電圧側に設定してありますが、使用する前にもう一度
確認して使用下さい。
電源電圧を変更する時は電圧セレクタの上部をマイナスドライバ ーで開き内部のコマを引き
出して指定の電圧が表示窓から見えるように再び挿入し、その窓を閉じてください。

三鬱
↓•=

0

=

=

=

=

 

↓

また、 AClOOV系かAC200V系によってヒュ ー ズホルダに入れるヒュ ー ズの定格が異なりますの
で注意して下さい。
ヒュ ー ズを交換するばあいは電圧セレクタの変更と同様に、その窓を開きヒュ ー ズホルダを
引き出して交換して下さい。

POWER FUSE 

AClOOV系 T3.15A 

AC200V系 Tl. 6 A 

尚、ヒュ ー ズはそれぞれ標準付属品として添付してあります。

1-2. AC嘔置；沿京ニ ー ド

電源コード (AClOOV系用 2m) のプラグは、3ピンになっており、中央の丸いピンが保護設置

端子です。
プラグにアダプタを使用するときは、アダプタから出ているアース線を外部のアースに必ず
接続して下さい。

1-3.但用環壊

本器は周囲温度 0℃~+40℃、湿度 35駕～85% の場所で使用し、埃の多い場所や、直射日光、

腐蝕性ガスの発生する場所での使用はさけて下さい。

また、振動や衝撃の激しい場所、雷などサ ー ジ電圧、妨害電波等の影響がある場所での使用
は避けて下さい。

3-1



1-4. 工:>C電沿原ニコ ーー ド
‘

付属のDC電源用コネクタを使用して下記の要領で作成して下さい。

①コネクタのネジをゆるめコンタクトハウジングを取り外します。

②コネクタは次のように分かれます。

ら三
contad 
housi

ng
:

front view 

conkd• 
housing 

strain relief 
in玲rt

③ケ ー ブルをコネクタハウジングに通します。

strcin relief housing 

使用するケ ー ブルはAWG 16以上のものを短く使用して下さい。
長くする時はより太い線材を使用して下さい。
DC12V電源使用時、電流は10~16A流れます。

三
contact 
housing 

． ．  

Wlnng strain relief housing 

④ケ ー ブルをコンタクトにハンダ付けします。

negative • positive 

（＋） 

⑤コンタクトハウジングをコネクタハウジングにスライドして取付けネジ止めします。
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1- 5.初期状態［システム·ィ＝シャライズ］

本器は、出荷状態のままで電源をONしますと、下記のような設定となります。

(1)アナログアンプ状態

レンジ ・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・ ・ ・ ・・ ・・ ・・・ ・ ・ 10.0 V

ゼロサプレッション ・・・・ ・ ・・・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・・・・・ ・ .. o.ov

モード・．．．．．．．．． ． ．．． ． ．．．．．．．．．．．．． ． ．． ． ．．．．pk-pk

入カ ・．．．．．．．．．．．．．． ． ． ．．．． ． ． ． ．．． ． ． ． ．．．．．．．． on

フィルタ ・・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・ •.• • • • • • • • • • • • • • • • • • off

(2) リアルタイム記録

波形記録

::口［ ；に口［入
． ．

：
•

. ： 
•

. ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：悶ご：
チャ ートスピードB • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 35 mm/s

チャ ートスピードC • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 75 mm/s

ロギング記録
サンプルスピード・・・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・・・・・ ・ ・・・ ・・ ・ 175 ms/1 

(3) デュアルスピード記録

スピード1 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 25 mm/s

スピード1 切り換え時間 ・・・•........... 00:00:05
スピード2 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 50 mm/s

スピード2 切り換え時間 ・・ ・ ・・ ・・•....... 00:00:05 

(4) タイマ記録モード（ TIMER MODE)

スタート時刻 ．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．．．．．． 01/01/91 00:00:00 

ストップ時刻 ．．．．． ． ．．．．． ． ．．． ． ． ． ．． ．． ．・・ ・'�.· 01/01/91 00: 00: 00

(5) メモリ条件

； ；雷、
ピ

ロ．�-..:::
・

．
．
：．
．
： ： ： ： ： ： ： ： ：．

．
．
．
： ： ： ： ： 

誓 kHz

プレイバックフォ ー マット ・・・ ・ ・ ・・・・・・・.. 8分割記録
拡大・縮小機能 ・ ・・ ・・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・・・・・・・・・・ 1 

出力範囲 ． ． ．． ． ． ． ．．．． ． ．．．． ． ．．．． ． ．．．．．．．． 0-100%

X-Y 記録チャネル ・・ ・・・・・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・ 1-2

(6) トリガ条件

トリガソース ・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・ マニュアル
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2. 入力信号の接続

2-1. 入力信号接続上のポイント

正確な雑音の少ない測定を行なう為には、入力回路の接続が大変重要です。
とくに、微小信号を記録する時には、次の点に注意して下さい。

・入カコ ー ドは必要以上に長くしない。

•静電的雑音に対しては、シ ールド線を用いて下さい。

・電磁的雑音に対しては、入カコ ー ドの＋、 ーを寄り合わせて下さい。

また、信号源抵抗は、 lKQ以下のなるべく低い値にして下さい。雑音などの点からも信号
源抵抗は、低ければ低いほど良好な記録が得られます。

（注）最大許容入力電圧はレンジの設定により下記の値となります。 この電圧を越えると本
体の入力回路が破損しますので注意して下さい。

レ ン ジ 最大許容入力電圧
(V /F S) (DC又は、 A Ct

゜
ーり値）

50mV ~ 5000mV 100 V 

5 V ~ 500 V 500 V 
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3. 記録紙のセッ ト方法

＜操作方法＞

①本体記録紙収納部の左端にあるレバーを押し、ドアを全開にします。

詈9雰り！
（記録紙の形式番号が印刷してある側）が表面に出る様に収納部に記録紙を

記鈴紙収納蓋ロック

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

： （記銀面）
I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

I 

1 ·smeI.... 

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎

◎
◎
◎
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◎
◎
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口
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no
口Doo
口
0ロ

0
0
0
0
0ロロロロ

仁コ ロ cコ ロ ロ ロ

云塗疇呈

③99
三のミシン目がドアの先端部と平衡になるように記録紙を少し引き出してドアを閉め

ドアは左右が完全にロックされるまで押して下さい。不完全の状態で使用した場合は記録品質の低下や最悪の場合、記録ヘッドが破損する事があります。

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
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④最後にチャ ー トスピード25mm/secのリアルタイム波形記録で記録紙2~3ペー ジ記録して、記録紙が片寄ってこないことを確認して下さい。片寄っている場合は、①からやり直して下さい。 （リアルタイム記録は第4章3．測定方法を参照下さい。）
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4. 記録紙・記録デ ー タの保管•取扱

本器に使用する記録紙は、サー マルヘッドによって記録紙の表面に熱を加えると化学反応が
起こって、白地に黒色の鮮明な記録が得られる記録紙です。
この記録紙は、文房具、薬品、環境などによって記録紙の記録部を退色させ、あるいは、白
地部を変色させることがあります。
取扱に注意が必要です。

4-1. 言己金表甜文q)住た管F

＜包装してある場合＞
・高漏環境下での保管は避けて下さい。
・熱源の近くには近づけないで下さい。
・環境温度は、40℃以下が好ましく、長時間、または高温下に置くと白地が変色してき

ますので注意が必要です。

＜包装を取り去った場合＞
•上記（包装してある場合）の注意が必要です。
•長時間、光を照射しないようにして下さい。
•長時間照射すると、白地が変色します。屋外での計測には十分注意して下さい。

4- 2. 言己銀たラ＝―-夕q>住た噌で

・高温・多湿での保管は避けて下さい。
・直射日光及び強い光での長時間照射は避けて下さい。
・高渦・多湿・光により記録データが退色し、白地部は変色する傾向があります。
・保存条件は、40℃、 80況RH以下として下さい。

4-3.記録データの取扱い注意

•発色した記録データ部分が、水に濡れても、その部分をこすって発色部が消えることは
ありません。

・ガソリン、ベンジン等の石油系溶剤では、発色しません。

・アルコ ール、エステル、ケトン類の揮発性有機溶剤に接触すると、発色します。
・可ソ剤等の不揮発性有機溶剤を吸収しますと、発色能力が低下し、記録部の退色が起こ

ります。

・現像後の乾燥不充分なジアゾ感光紙と接触しておくと、記録部が退色することがありま
す。

・筆記用具で有機溶剤入りのペンは、にじみを生じます。
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第4章

測定方法



1. 各測定を行なう前に

電源スイッチをONしますとパネルディスプレイの表示は、 8分割のリアルタイム波形モ ー ドにな
ります。

11/06/91 09:55:00 
8 Grid REAL-TIME 

*HALTED*
Spd 25mm/s

くリストの記釦長＞

この機能は、簡易の取扱説明、操作キーの説明、本体の設定状態および、保存されているファイ
ルの設定内容、またコメントの内容を印字する機能です。

①操作キ一部の[LIST]キーを押すと表示は以下のようになります。

FEED 

LIST 

EVENT 

D

D

D
 MANUAL 

TRIGGER 

゜
亡］

* HELP and STATUS INFORMATION*
HELP I KEYS I STAT I I I EXIT 

D Eコ［二］口 □ Eコ

②メニュ ーに対応するソフトキーを押すと以下の動作を開始します。
HELP • •• • • • •• • • • • • • ペー ジ送りをした後、簡易取説を印字します。
KEYS ・・・・・・・・・・・・・・ ペー ジ送りをした後、操作キーの説明を印字します。
STAT ...........・・・ 下記の表示が出ます。

Select Parameters ! COM- I 
I FILEl I FILE2 I FILE3 i ACTIVE I MENT I EXIT 

DIコ DDD D 
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③メニュ ー に対応するソフトキ ーを押すとリスト印字を開始します。 メニュ ーの内容は次の
とおりです。

FILEl …•…•…… 保存ファイル 1 の設定内容を印字
FILE2 • • • • • • • • • • • ·・・ 保存ファイル 2 の設定内容を印字
FILES · ·………•• • 保存ファイル 3 の設定内容を印字
ACTIVE …………• 現在設定されている内容を印字
CO聞ENT • • • • • • • • • • • • コメントの内容を印字
EXIT • • • • • • • • • • • • • • • メニュ ーの終了

＜簡易取説出力例＞

＊ ＊寧＊＊＊ ＊ クイックスター ト リウサカ＊イト＊ ＊事＊＊＊ ＊ ＊ 

1.キロク J スタート． ． ．． ． ． ·. .... REC/STOP .;ー テ＊ キロク J START/STOP フォコナウ

2.シ ｀ 3ウケソ ） セッテイ．．．． ． ． ． ． MENU J SYSTEMキー マタII MODE キー デ セッテイ

3.キロク ト｀ ウサそート＊ ． ． ． ． ． ． ． MENU J MODEキー フォシ リフトキー テ｀ 卜•ゥりMODE "Ji!ソタクスル トキロク
9 カイシスJ�

4.CHART SPEED セッテイ ． ． ． ． ． CHART SPEED i- 1,5,25,50,100,200,mm/sec,mm/mln,mm/hour
ニ ョッテセッナイス）ト

5.A,B,C SPEED セッナイ ． ． ．． MENU / SYSTEM キー 9 オシ ＇）フトキ- J ABC SPDS テ＊ セッテイ テ＊キJ�

6.タイム マー ク MENU J TIMER 4:-- 1 オシ ＇」フトキー ） 0.01, 0.l(second) テ｀

セッテイスル

7. TRIGGER シ ・ ョウケソセッテイ．． MENU J TRIGGER キー ヲ オシ ')フトキー テ•manua I, wave, bus,
external,tlmer オヨヒ＊ or,and ナト． ，セッテイスル

8.SYSTEMセッテイ ． ． ． ． ． ． ． ．． MENU J SYSTEMキー フォシ ］フトキー テ＊ セッテイスル ．．． ． 

INTER CHAN 
GRID SET 
SIG PRINT 
I/0 
USER CHART 
ABC SPDS 

NONE,EVENT,ANNOTATION 
maJor/minor,srid ON/OFF 
PRINT ON/OFF 
GPIB , LANGUAGE , AUTO RANGE , AUTO CAL 
ユ ー サ‘‘ 力 ｀ テヤート ） レイ？ウト フセッテイ
A,B,C J キー ニ ュ ーサ• そード ） CHART SPEED 1 7 ° リセットスル

＜ファイル出力例＞

"'* RT3700 STATUS REPORT 事＊

ANALOG SETTINGS - acti ve 01/27/92 19:25:19 

01 02 03 04 05 86 07 08 
--------------------------------------------------------------------------------

RANGE 100 mV 100 mV 100 mV 100 mV 100 mV 100 mV 100 mV 100 mV 
ZERO S. 0 mリ 0 mV 0 mV 0 mV 0 mV 0 mV 0 mV 0 mV 
MODE pk-pk pk-pk pk-pk pk-pk pk-pk pk-pk pk-pk pk-pk 
GND/SIGNAL sround ground sround sround ground sround ground sround 
FILTER off off off off off off off off 
REPORT off off off off off off off off 
SIG PRINT on on on on on on on on 
AUTORNG on on on on on on on on 
NUM/CL L=+ 200[+0 + 200E+0 + 200E+0 + 200[+0 + 200[+0 + 200[+0 + 200E+0 + 200[+0

R=- 200E+0 - 200E+0 - 200E+0 - 200E+0 - 200E+0 - 200E+0 - 200E+0 - 200E+0
TRIG LVL(H) 75¼ 757. 757. 75¼ 75¾ 75¾ 75¼ 75¼ 
TRIG LVL (Ll 25¼ 25X 25¾ 25¼ 25x 25¼ 25¾ 25¼ 
---------------------------- ----------------------------------------------------

REAL TIME RECORDING SYSTEM SETTINGS 

Gr i d Pr i nti ng: on 
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2. アンプの設定

AMPSET アンプの設定は、 [AMPS ET]キ一部によって行ないます。設
定する内容としては、次に示すものがあります。

ZERO&
GAIN 

AUTO 
RANGE

口

D

ACQUIRING 
゜

ARM

o Eコ

ch.ID 亡］
(No.PRINT) 

●ゼロポジション設定 ・

●電圧レンジ、感度変更

●ゼロサプレッション ・

I ZERO&GAIN 

I ZERO&GAIN 

I ZERO&GAIN 

●アン
誓

三--
pk

``· •日――
●自動感度設定 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

［り［一ー］

ZERO&GAINのキー を押す
ZERO&GAIN

ゼロポジションの設定および
設定項目の選択メニュ ー

Ch 1 
INC I DEC I GND I ZS 

*POSITION*
MODE I RANGE I 

ゼロサプレッション電圧の設定

Ch 1 Zero Suppression: 0. OV 
I INC I DEC I "Knob adjust" I EXIT I 

アンプモ ー ドの設定

Ch 1 
I INC I DEC 

MODE: pk-pk 
I PK-PK I RMS I EXIT I

電圧レンジ・フィルタの設定

Ch 1 
I INC I DEC 

off 10. Ovfs 
FILT I mv I v I ZERO
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＜ゼロポジシ写ンの設定＞

ZERO&GAINのキ ーを押し以下に示す表示にします。

Ch 1 

INC I DEC GND ZS 

*POSITION*

MODE I RANGE I 

口Eコ仁コEコE]仁コ
① INC/DECキ ーを押して設定するチャネルを選択します。

② GNDキーを押す（入力OFFの状態）とGND表示が点滅して波形モニタのLEDが零位置を
表示します。

③この状態で波形モニタのLEDを見ながらジョグホイールを回転しゼロポジションを設定
します。

※もう 一度GNDキ ーを押すと表示されているGNDの点滅が点灯にかわり、入力がONになりま
す。

＜ゼロサプレッシ写ン電圧の設定＞

項目の選択メニュ ーのZSキ ーを押し以下に示す表示にします。

Ch 1 Zero Suppression: 0. OV

INC I DEC I "Knob adjust" I EXIT I 

Eコ DE]DE]ヒ］
① INC/DECキ ーを押して設定するチャネルを選択します。

②この状態でジョグホイールを回転するとサプレッション電圧が変化します。
電圧値はディスプレイに表示されます。

③ EXITを押すと項目の選択メニュ ーに戻ります。

＜アンプモ ー ド設定＞

項目の選択メニュ ーのMODEキーを押し以下に示す表示にします。

Ch 1 MODE: pk-pk 

INC I DEC I PK-PK I RMS EXIT 

EコEコ亡］亡］仁コヒ］
① INC/DECキーを押して設定するチャネルを選択します。

② PK-PKまたはRMSをソフトキーにより選択します。
設定された項目がディスプレイに表示されます。

③ EXITを押すと項目の選択メニュ ーに戻ります。
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＜電EELンジの言牢＞

項目の選択メニュ ーのRANGEキ ーを押し以下に示す表示にします。

Ch 1 off 10. Ovfs
INC I DEC I FILT I mv I v I ZERO I

Eコ Eコ D E] 仁］仁］
① INC/DECキ ーを押して設定するチャネルを選択します。

② mvレンジまたはvレンジをソフトキ ーにより選択します。
設定された項目がディスプレイに表示されます。

③ ZEROを押すとゼロポジションの設定、項目選択メニュ ーに戻ります。

＜電EE碑度の変更＞

項目の選択メニュ ーのRANGEキ ーを押し以下に示す表示にします。

Ch 1 off 10. Ovfs
INC I DEC I FILT I rnv I v I ZERO

Eコ仁］仁］仁］仁］仁］
① INC/DECキ ーを押して設定するチャネルを選択します。

②この状態でジョグホイールを回転すると感度が連続可変できます。
電圧感度がディスプレイに表示されます。

⑧感度可変範囲はmV レンジが50mV~5000mV� V レンジが5V~500V です。

mV レンジ 可変ピッチ V レンジ 可変ピッチ

5 ~200 lmV 5 ~ 20 O.lV 

200~ 500 2mV 20~ 50 0.2V 

500~1000 5mV 50~ 100 0. 5V

1000~2000 lOmV 100~200 lV 

2000~5000 20mV 200~ 500 2V 

③ ZEROを押すとゼロポジションの設定、 項目選択メニュ ーに戻ります。
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＜フィルタの設定＞

項目の選択メニュ ーのRANGEキ ーを押し以下に示す表示にします。

Ch 1 

INC I DEC 
off 
FILT I mv 

10.0vfs

V I ZERO 

Eコ仁コ D Eコ仁コ仁コ
① INC/DECキ ーを押して設定するチャネルを選択します。

② FILTキ ーを押す毎にフィルタのON/OFFが繰り返し設定されます。
設定状態ががディスプレイに表示されます。

③ ZEROを押すとゼロポジションの設定、項目選択メニュ ーに戻ります。

く自動感度設定（オ ー トレンジ） ＞ 

入力した電圧波形をフルスケ ールで記録する感度に自動で設定
します。AMPSET 

ZERO& 
GAIN 

AUTO 
RANGE 

ACQUIRING 
゜

ARM 
゜

ロ

ロ

ロ

ch. ID Lコ
(No. PRINT) 

この機能は交流信号にのみ対応し、直流電圧では動作しません。

入力電圧が小さい場合は、最大感度に設定されます。

AUTO RANGE キ ーを押す
AUTO RANGE 

設定中のメッセ ー ジの表示

! AUTORANGE IN PROGRESS...

i I CANCEL I 

設定が完了すると AUTORANGE COMPLETEDを一瞬表示して動作を終了します。
設定中にCANCELキ ーを押すと動作を中断します。
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3. 測 定 方 法

3-1．リアJレタイム記録

リアルタイム波形記録を行なうためには、次に示すものを設定します。

●チャ ー トスピー ド ・・・ I CHART SPEED

●システム ．．．．．．． ［ビー□］
●記録の分割·実行 ..・ ［三［］

＜チャ ー トスピ ー ドの設定＞

チャ ートスピー ドの設定は以下に示すキー グループによって行ないます。

CHART SPEED MENU 

1 5 25 50 100 200 SPEED TIMER TRIGGER 

仁コ 仁コ 仁コ 仁コ 仁コ 亡コ Eコ ロ に］
mm/sec mm/min mm/hour A B C SYSTEM MODE COMMENT 

仁コ 仁］ 仁コ 仁コ 仁コ ［コ 口 口 口

● CHART SPEEDキ一部
このキーの設定は、それぞれ押されたキーそのものがチャ ー トスピー ドとなり設定さ
れます。

● SPEEDキ ー

SPEEDキーを押すと、メニュ ー形式で設定できます。英数字キ一部等を使い設定します。

＜システムの言生牢＞

システムの設定は、 MENUキ一部の翌翌堅キーを押し設定します。それぞれ必要に応じて設定
して下さい。

MENU 

SPEED TIMER TRIGGER 

亡］に］に］
SYSTEM MODE COMMENT 

Eコ亡］亡］

・記録チャネル間の印字の設定 ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • INTER CHAN

・グリッドの設定・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • GRID SET

•各チャネルの記録のON/OFF ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • SIG PRINT
・チャネル番号印字のON/OFF ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ID SET
・イベントマ ー クラインのON/OFF ・ ・ ・ ・・ • SYS EVT

・システムアノテー ションのON/OFF· • • • SYS LOG

・アンプ情報印字のON/OFF … ••• SIG COND
・日付、時間の設定・・・・・ ・ ・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • TIME DATE

尚、詳細につきましては、第5章．1,.測定条件の設定方法を参照下さい。
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＜記録の分割·実行＞

記録の分割を設定するには、MENUキ 一部の塑狸キ ーを押すと、 MODEキ ーメニュ ーになります。
以下に分割と実行のメニュ ーを示します。

SPEED 

口
SYSTEM 

口

MENU 
TIMER TRIGGER 

仁コ 口
MODE COMMENT 

仁コ 仁］

く分割・実行メニュ ー ＞

| ;： ．．
．
． ：滋：．忍:: | :：だ•::4菱浚··:. | さ::•::•:;g::苓．食忍： I 羞：．：輯；：芦鼻:姜 | USER I more

1 ：憚□ |謡ID•• ―|―諏り： Iど園輝::. I MODE

1 :6：．．．●● |扉謡． I ：択暉[! I DUAL I TIMER I more

|，·，CGR印： I ＇心試既 1 ．訂園｝：：• I SPD I MODE

8 分割記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ · • 8 GRID
6 分割記録・・・・・・・・・・・・・・・ · • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 6 GRID
4 分割記録・・・・・・・・・・・・・ •........................ 4 GRID
2 分割記録・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・ ・ ・・ ・ ・ 2 GRID

全チャネルオーバラップ記録・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・ 1 GRID 
データロギング・・・・・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ · • DATA LOG
記録紙のスター ト位置合わせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ · • FORM FEED

上記に示すメニュ ーで分割が設定されます。また、分割を設定する（キーを押す）と即座に
記録を開始します。
分割を一度設定すると、操作キ 一部のREC/STOP キ ーにて記録の開始・停止ができます。

USER MODE, DUAL SPD, TIMER MODE については別に項目を設定して説明してあります。
本文のページ5-23~5-32を参照して下さい。
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3-2. メ毛 1J言己釦た

メモリ記録を行なうためには、次に示すものを設定します。

●トリガ ・・・・・・・・・・・・ 日ー一
●デー タ収集条件 ・・・・・・・・ ［三］日
●デー タ出カフォ ー マット ・ I SET PBACK 

●システム ・・・・・・ 三
＜トリカ

‘

の謡牢＞

※ 

MENu l トリガの設定は、MENUキ 一部のTRIGGERキ ーを
SPEED TIMER TRIGGER 押し設定します。

□ □ 仁コ トリガの設定の詳細につきましては、第5章． 4. トリガ
モー ドの設定方法を参照下さい。SYSTEM MODE COMMENT 

ロロロ
以下に、トリガソ ースの種類と、動作の関係を示します。

トリガソ ース 卜 リ ガ 動 作

MAIN or 外部、マニュアル、ホストタ ー ミナル、時間などの
トリガソ ースをorで使用するか、しないかをon/offで
設定する

WAVE or トリガチャネルA~Hの使用するチャネルをorで設定

WAVE and トリガチャネルA~Hにトリガソ ースのアナログチャネル
1~8chをandで設定する

WAVE LEVEL 各アナログチャネルのトリガレベルを設定する

TIME PERIOD 時間でトリガを発生させるときの時間を設定する

※アナログチャネルの場合の設定項目は次のようになります。
・トリガレベル ・・・・・ 0%~100%
・トリガスロー プ … 立ち上がり(H-LEVEL)十立ち下がり(L-LEVEL)
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＜データ収録条件· 出カフォ ー マットの設定＞

MENU デー タ収録条件と出カフォ ー マットの設定は、 MENU
SPEED TIMER TRIGGER キ一部のSYSTEM キー を押して設定します。

口 口 に］ ●データ収録条件 • • • • • • SET ACQ
SYSTEM MODE COMMENT 

亡コ 口 □ 1 ●データ出カフォ ー マット • • SET PBACK

以下に、設定する項目の状態を示します。

I INTER 
I CHAN 

SYS 
LOG 

TIME 

GRID 
SET 

SYS 
EVT 

DATE I I/0 

I S躙I S町1
I ：絲濾· 1 :PB船k|

SIG I ID I I I 
PRINT I SET | I more I 

LOG I A. B. C I USER 
SCALE I SPDS I CHART I more 

DE I SIG I MOTOR I 
FAULT I COND I SRC I more 

I I 
I more I

＄講E謡開RATE: *** kHz PRI-TRIG: ＊＊＊ 駕
I «< I>> 〉 |NEXT i PREV I more I EXIT 

AOOUISImI洲：auto -rearm STORAGE: normal 
I «< I>> 〉 |NEXT I PREV I more I EXIT 

4-10

＊サンプルスピード
SAMPLE RATE:lOOHz~250KHz 

＊プリトリガ
PRI-TRIG:O~100駕

＊取り込み動作
ACQUISITION:auto/manual 

＊メモリ分割
STORAGE:normal/segmented 

*EXIT で設定終了

*moreで前の表示へ戻る



I ：：孤罰．： I さ臨筐:•: |
I ：紙窟•:;•: | ：・氾腿虚 I

くデータ出力

more 

＊フォ ー マット
寧屈＊＊＊＊＊＊ 疇：＊＊ PB：*** - *** | FORMAT:1~8 grid,user
I «< I >» I NEXT I PREV I more I EXIT I I data logger, x-y plot 

＊拡大率
MAGN: X 1, 2, 4, 1/2, 1/ 4, 1/8 

＊データ出力範囲
PB:O~100から 0~100の範囲

呵諏寧·：暉疇＊＊＊＊＊＊ ＊データ出力
| | | NEXT I PREV I more | EXIT I I DATA CAPTURE PLAYBACK: 

manual/auto 
*EXIT で設定終了

※詳細につきましては、第 5 章． 1. 測定条件の設定方法 (5-5~5-7)を参照下さい。

＜システムの設定＞

システムの設定については、前項 3-1 ． リアルタイム記録に同じく、必要に応じて設定し
て下さい。

＜データ収録と出力＞

M`  データ収録と出力は、MENU キ 一部のMODEキーを押
SPEED TIMER TRIGGER して実行します。

ロロロ
SYSTEM MODE COMMENT 

□亡コロ

●データ収録

●データ出力

DATA CAPT 

PLAY BACK 

以下に、実行メニュ ーを示します。

8 I 4 I 2 i 1 I USER I more 
GRID I GRID I GRID I GRID I MODE 

_J 

6 DATA FORM DUAL I TIMER I more 
GRID LOG FEED SPD I MODE 

詳細は、第5章．3.
記録モ ー ドの設定方法

(5-28~5-32) 
| :：郎謡 I 阿認：· | I I を参照下さい。
| ::::C紐筐 I 犀儲 I more 
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＜記録例とその名称＞

システムアノテーション→

87mmFS グリッド密

3

チャネル

オーバラッブ記録

12mmFS グリッドなし→

8入カイベントマ ー カ［

12mmFS グリッド密

12mmFS グリッド粗→

く 10• 16•3→ -01 n·" 91 -SPD ・ 25 ITVS •Tエnc sc^L 

ロ汀戸ァロア戸□且昇甘訊．：l］]杓

ー
徒哨且1；卦器：

: O -v -FIt.r:0FF Chonnol “S UエDC RANGE HOST CONTROLLABLE: SエGNAL C 

IIT言「！］一千「I了丁1]ア
―

|
―

|]ア］1]了
0 .V -F1tr•OF Ch..nnal •6 VERSATエLE US£R DESエGNED CHART .-ORMATS 

チャネル

間ロニ：I II1 叫三i［冗―-Jー：長ーー SET-LP
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第5章

各機能の設定・操作



1. 測定条件の設定方法(SYSTEMキーによる設定方法）

MENU 測定条件の主な設定は、 MENUキ一部のSYSTEMキーによって
SPEED TIMER TRIGGER 設定します。

にコ 口 □
メニュ ーは I~Wの4 段階あり、 16種類の設定項目があり
ます。

SYSTEM MODE COMMENT 

口 口 亡］

<s Y S T EMキ ー の動作説明＞

各種の設定は、 パネルディスプレイの下にあるソフトキーによって設定を行ないます。パネ
ルディスプレイの各表示とソフトキーは対応していて、対応するソフトキーを押してその設
定を行ないます。下記に [more] キーによる測定条件設定の1巡の様子を示します。

注）メニュ ー I~Wの表示状態で10秒以上パネルキー からのキー タッチが行なわれない
場合SYSTEMメニュ ーを中止して前の表示に戻ります。
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1-1. メニニニz...- I

● I N T E R C HA N

機 能：波形記録時のチャネル間の印字を設定します。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー Iの [INTER CHAN] キーを押します。

I INTER I GRID I SIG I ID I 
I CHAN I SET I PRINT I SET I I more 

▼ 

Channel: 1 w/ iioiie 
INC I DEC I NONE I ANNOT I EVENT I EXIT 

Eコ Eコ Eコヒコ Eコ Eコ
パネルディスプレイに対応する ソフトキー は、次のようになります。

• INC ・・・・・・・・・・ チャネルの切り換えをします。
• DEC ・・・・・・・・・・ チャネルの切り換えをします。
• NONE • • • • • • • • • 印字を OFF に設定します。
• ANNOT • • • • • • • • • 印字をチャネルアノテ ー ションに設定します。
• EVENT ・・・・・・.. 印字をチャネル間マ ー カに設定します。
• EXIT ・・・・・・・・・ メニュ ー I の表示に戻ります。

•GRI D S已T

機 能：グリッドの設定を行ないます。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー I の [GRID SET] キーを押すとグリッド設定メニュ ーになります。

I INTER I GRID I SIG I ID I 
I CHAN I SET I PRINT I SET I 

▼ 

GRID: on MINOR DIVISIONS: oh 

I I 
I more I 

I «< I »> I ON I OFF I more I EXIT 

［コD D D D D 
パネルディスプレイに対応する ソフトキー は、次のようになります。

·くくく ・・・・・・・・・・・ カ ーソルを設定する項目に移動します。
．＞＞〉 ・・・・・・・・・・・ カーソルを設定する項目に移動します。
• ON ・・・・・・・・・・・・ グリッド、及び細分割をONにします。
• OFF ・・・・・・・・・・・ グリッド、及び細分割をOFFにします。
• more • • • • • • • • ·・ グリッドラインの設定表示になります。
• EXIT • • • • • • • • • · メニュ ー I の表示に戻ります。
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[more]キー を押すとグリッドライン設定表示になります。

GRID SYNCHRONIZATION: o群
I • I OFF I FAST I MED SLOW I EXIT 

□ Eコ亡］亡］亡］仁コ
パネルディスプレイに対応する ソフトキー は、次のようになります。

• OFF ・・・・・・・・・・・ グリッドラインのタイミングとの同期をOFFにします。
• FAST • • • • • • ·・・ タイミングと同じ間隔でグリッドを印字します。
• MED ・・・・・・・・・・ タイミングの10倍の間隔でグリッドを印字します。
• SLOW ・・・・・・・・・ タイミングの100倍の間隔でグリッドを印字します。
• EXIT • • • • • • • • • 前の表示に戻ります。

●S I G P R INT 

機 能：各チャネルの記録のON/OFF設定をします。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー I の [SIG PR I NT] キーを押します。

I INTER GRID SIG I ID 
I CHAN SET PRINT I SET 

▼ 

Chan: 1 Print:面
I INC I DEC I ON I OFF 

口 Eコ 口 口 口

I more 

EXIT 

口
パネルディスプレイに対応する ソフトキー は、次のようになります。

• INC ・・・・・・・・・・ チャネルの切り換えをします。
• DEC ・・・・・・・・・・ チャネルの切り換えをします。
• OFF ・・・・・・・・・・ 設定されたチャネルの記録をOFFにします。
• ON ・・・・・・・・・・・ 設定されたチャネルの記録をONにします。
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• I I> S匹T

機 能：チャネル位置マ ー ク印字のON/OFFを設定します。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー I の [ID SET] キ ーを押します。

I INTER I GRID I SIG I ID 
I CHAN I SET I PRINT I SET 1 1 more 

▼ 

AUTO ID : o困苗
I ON I OFF I EXIT 

D Eコ亡］に］ □ Eコ
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ー は、次のようになります。

• ON ・・・・・・・・・・・ チャネルマ ー クを印字します。
• OFF ・・・・・・・・・・ チャネルマ ー クを印字しません。
• EXIT ・・・・・・・・・ メニュ ー I の表示に戻ります。
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1 - 2． メニニュ—-II

● S YS LOG または ● S Y S E V T 

機 能：システムロギングとシステムイベントマ ー カの記録をON/OFFします。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー Il の [SYS LOG] キ ーまたは [SYS EVT] を押します。

SYS I SYS I LOG I A. B. C I USER I I 

LOG I EVT I SCALE I SPDS I CHART I more I

▼または▼

System Event:［固且筐 System Log: 9豆．
I < < < I > > > I ON OFF I I EXIT 

Eコ亡］ ［コ Eコ亡］こ］
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

・くくく 。•・・・・・・・・ カー ソルを設定する項目に移動します。
．＞＞＞ ．．．．．・・・・・ カー ソルを設定する項目に移動します。
• ON •…•…… システムイベントマ ー クまたはシステムロギングを印字します。
• OFF •…•…•• システムイベントマ ー クまたはシステムロギングを印字しません。
• EXIT • • • • • • • • • メニュ ー II の表示に戻ります。

•LOG S CAL E

機 能：各チャネルのロギング記録のスケ ールを設定します。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー II の [LOG SCALE] キ ーを押します。

SYS SYS LOG I A. B. C I USER 
LOG EVT SCALE I SPDS I CHART I more 

▼ 

Channel :QJ -0200: :tof.02OO E+0
I INC I DEC Use keypad EXIT 

仁コ 仁コ 口 口 口 亡コ
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

• INC ・・・・・・・・・・ チャネルを選択します。
• DEC ・・・・・・・・・・ チャネルを選択します。
• EXIT • • • • • • • • • 前の表示に戻ります。

スケー ルの設定は、英数字キ 一部で行なって下さい。
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•AB C SPE) S

機 能： ［CHART SPEED]キ一部のA, B, Cキーのスピードを設定し
ます。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー IIの[ABC SPDS]キーを押します。

I SYS I SYS I LOG I A. B. C I USER 
I LOG I EVT I SCALE I SPDS I CHART I more 

▼ 

A=OlO繭1S B=015繭沿； C＝韮20繭沿i
I A I B I C I SET I CANCEL I 

Eコ DEコロ［コロ
パネルディスプレイに対応する ソフトキー は、次のようになります。

• A • ·.. ·.. • [A]キーの設定をします。
• B ........ [BJキーの設定をします。
• C • •• •• • • • [C ]キーの設定をします。
• SET ………• 設定を有効にしてメニュ ー Wの表示に戻ります。
• CANCEL ・ ・ ・ ・・・・ 設定を無効にしてメニュ ー Wの表示に戻ります。

設定は[CHART SPEED]キ一部または、英数字キ一部から行ないます。

•US E R CHART

機 能：ユ ー ザが任意に各チャネル毎にフルスケ ールサイズ、記録ポジション、
グリッドの選択、 イベントマ ー クとコメントの位置の設定ができます。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー IIの[USER CHART]キーを押します。

I SYS I SYS I LOG I A. B. C I USER 
I LOG I EVT I SCALE I SPDS I CHART I more 

▼ 

-------------USER MODE CHART SETUP----------------
I TEXT I EVENT I WAVES I GRIDS I I EXIT I 

DD □□ □ Eコ
パネルディスプレイに対応する ソフトキー は、次のようになります。

• TEXT ·…• ・ ・ ・ ・ 各チャネルのコメントの記録位置と記録のon/offの設定をします。
• EVENT ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 各チャネルのイベントマ ー クの記録位置と記録のon/offの設定を

します。
• WAVES ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 各チャネル毎のフルスケ ー ルサイズと記録ポジションを設定します。
• GRIDS ·...... • • 各チャネル毎にグリッドラインのフォ ー マットを設定します。
• EXIT ........ • 前の表示に戻ります。
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TEXT 
メニュ ーの [TEXT]キ ー を押します。

-------------USER MODE CHART SETUP----------------

I TEXT I EVENT I WAVES I GRIDS I I EXIT I

▼ 

TEXT：苔担荘 苔り至祖且
I INC · I DEC I · on 

Position: 且韮25gmm
NEXT I PREV I EXIT 

仁コ D E] 亡コ 仁コ Eコ
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

• INC ・・・・・・・・・・ チャネルを選択します。
• DEC ・・・・・・・・・・ チャネルを選択します。
• on ・・・・・・・・・・・ 指定チャネルのコメントのon/offを設定します。

* · NEXT •……• • 記録位置を下側（手前）へ移動します。
* · PREV • ·・・・・・・・ 記録位置を上側へ移動します。

• EXIT ・・・・・・・• • 前の表示に戻ります。

EVENT 
メニュ ーの [EVENT]キ ーを押します。

-------------USER MODE CHART SETUP----------------

I TEXT I EVENT I WAVES I GRIDS I I EXIT I

▼ 

EVENT ：：且t: ：iおfぼ予
I INC" I DEC I on 

Position: 且糾25::mm
NEXT I PREV I EXIT 

EコDDEコ Eコ仁］
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

• INC ・・・・・・・・・・ チャネルを選択します。
• DEC ・・・・・・・・・・ チャネルを選択します。
• on • • • • • • • • ·・・ 指定チャネルのイベントのon/offを設定します。
• NEXT ・・・・・・・・・ 記録位置を下側（手前）へ移動します。

* · PREV ・・・・・・・・・ 記録位置を上側へ移動します。
* · EXIT • • • • • • • • • 前の表示に戻ります。

＊コメント (TEXT) とイベントマ ー カ (EVENT) の記録位置 (Position) について説明します。
記録紙の全幅は216mmです。 Position 0mm は記録紙の上端で Position 216mm は記録紙
の下端（手前端）です。
記録位置は8mmから 207mmの

範
囲

まで1mmステップで設定可能です。
Position 
Pos ition 

←←←← 
記録紙移動方向｛

記録紙

端

]
ロソ＂
端

上

[‘

下

紙

設
定

範

囲
紙

録
ー

一

録

記

記

omm
Smm

冨
Bmm

20
21
 

n
n

 

0
0

i
i

t
t

.
l
i

s
s

0
0

p
p
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WAVES 
メニュ ーの [WAVES] キ ーを押します。

-------------USER MODE CHART SETUP----------------

I TEXT I EVENT I WAVES I GRIDS I I EXIT I 

▼ 

SIGNAL: 1 SIZE: X1/4 POS: :· •1og. mm 
I «< I »> I NEXT I PREV I SET I EXIT I 

仁コ亡コ仁コ亡］仁コ仁コ
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

・くくく ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
．＞＞〉 ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
• NEXT ・・・・・・・・・ 設定値を可変します。
• PREV ・・・・・・・・・ 設定値を可変します。
• SET ・・・・・・・・・・ 設定条件を確定します
• EXIT • • • • • • • • • 前の表示に戻ります。

チャネルの設定 (SIGNAL)
l~8チャネルを設定します。

フルスケールの設定 (SIZE)
フルスケールのサイズは下表のとおり選択、設定ができます。

記録位置の設定 (POS)
表示されるポジション (POS) はフルスケールの中央の位置を示します。
サイズ1は全幅記録のため記録位置は110mmのみで固定となります。
ポジションはNEXTとPREVキ ーを使用して1mmステップで可変出来ます。

サイズ フルスケール 目盛分割 位置設定範囲

1 175mm 100 DIV 110mm 

1/2 87mm 50 DIV 58~161mm 

1/4 44mm 50 DIV 31~188mm 

1/6 28mm 25 DIV 21~198mm 

1/8 22mm 25 DIV 17~202mm 

1/14 12mm 10 DIV 11~208mm 
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GRIDS 
メニュ ーの[GRIDS]キーを押します。

-------------USER MODE CHART SETUP----------------
I TEXT I EVENT I WAVES I GRIDS I I EXIT I 

GRID：且韮 STATE： 戦迂肛

▼ 

I «< I>>〉|NEXT ·I PREV 
MINORS:墨ON閏

I EXIT I 

仁コ 亡］ 亡］ 亡］ 亡］ 亡］

パネルディスプレイに対応する ソフトキーは、次のようになります。
．＜くく ・・・・・・・・・・ カーソルを設定する項目に移動します。
．＞＞＞ ・・・・・・・・・・ カーソルを設定する項目に移動します。
• NEXT ・・・・・・・・・ 設定値を可変します。
• PREV ・・・・・・・・・ 設定値を可変します。
• EXIT ........ • 前の表示に戻ります。

チャネルの設定(SIGNAL)
1~8チャネルを設定します。

グリッド記録のon/off設定(STATE)
NEXTまたはPREVキーによってグリッド記録のon/offを設定します。

グリッドの種類の選択(MINORS)
NEXTまたはPREVキーによってMINORSのon/offを設定します。

グリッドは下記のとおりです。
MINORS: onのとき

MINORS: offのとき
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1-3. メニニュ ー III

•TI ME DA T E 

機 能：日付と時刻の設定を行ないます。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー 1IIの[TIME DATE]キ ーを押します。

TIME I I DE I SIG I MOTOR I 
DATE I I/0 I FAULT I COND I SRC I more 

▼ 

01/25/92 • 16:10:00 Set T ime and Date 
I < < < I > > > I INC I DEC I .. I EXIT I 

Eコ亡］亡］亡］に］亡］
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

・くくく ・・・・ ・ ・ ・ ・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
．＞＞〉 ・・・・・・ ・ ・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
• INC ・・・・・・・・・・ 日付、時刻の設定をします。
• DEC ・・・・・・・・・・ 日付、時刻の設定をします。
• EXIT • • • • • • • • • • メニュ ー 皿の表示に戻ります。

日付、時刻の設定は英数字キ ーからの設定はできません。

• I /c)

機 能： GP-IBの設定と、内部ソフトの更新、 LIST印字の日本語／英語の選択、
ォ ートCAL、オ ートレンジの設定を行います。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー III の [I/0] キ ーを押します。

I TIME I I DE I SIG MOTOR I 
I DATE I I/0 I FAULT I COND SRC I more 

▼ 

GPIB UP I SET I SET I AUTO 
SET GRADE I LANG I A. R. I CAL EXIT 

D 仁コ 口 Eコ D 口
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

• GPIB SET • • • • • • GP-IBの設定メニュ ーになります。
• UP GRADE ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内部ソフトの更新メニュ ーになります。
• SET LANG • • • • • • HELP (LIST) 印字の使用言語（日本語、英語）を選択します。
• SET A. R. ・・・・・・ 操作パネル上のAUTO RANGEキ ーが有効となるチャネルを設定します。
• AUTO CAL ・ ・ ・ ・ ・ ・ 内蔵アンプ感度を自動校正します。
• EXIT • • • • • • • • • • メニュ ー III の表示に戻ります。
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GP-IB 
メニュ ー の[GPIB SET]キーを押します。

GPIB I UP I SET I SET I AUTO 
SET I GRADE I LANG I A. R. I CAL I EXIT I 

▼ 

GPIB ADDRESS:10 TERM: EO荘面謡
I I INC l DEC I EDI I CR+LF I EXIT 

□ Eコ亡］仁コEコEコ
パネル・ディスプレイに対応する ソフトキーは、次のようになります。

• INC .. ·.. ·.. • GP-IBのアドレスを設定します。
• DEC .. ·...... GP-IBのアドレスを設定します。
• EOI ・・・・・・・・・ デリミッタをEOIに設定します。
• CR+LF ・・・・・・・ デリミッタをCR+LFに設定します。
• EXIT • • • • • ·.. 前の表示に戻ります。

アドレス (GPIB ADDRESS)
0~30の31の設定ができます。

UP GRADE 
メニュ ーの[UP GRADE]キーを押すと以下のようになります。
通常は、使用できません。

I GPIB I UP I SET I SET I AUTO 
I SET I GRADE I LANG I A. R. I CAL I EXIT I 

▼ 

SOFTWARE UPGRADE 
Verify ... Are you sure? 

SCN 21. 1-1. 0 
YES I NO I 

こ］ ［コ に］に］ EコEコ
パネル・ディスプレイに対応する ソフトキーは、次のようになります。

• YES ・・・・・・・ ソフトの更新を実行します
• NO ……•• ソフトの更新を中止して前の表示に戻ります。

この機能は、背面コネクタにアップグレ ー ド用のメモリカ ー ドが装備されていないと
動作しません。
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SET LANG 
メニュ ーの[SET LANG]キ ーを押すと以下のようになります。

I GPIB I UP I SET I SET I AUTO I 
I SET I GRADE I LANG I A. R. I CAL I EXIT I 

▼ 

LANGUAGE : Japanese 
I I NEXT I PREV EXIT 

口仁コヒコに］ロコEコ
パネル・ディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

• NEXT …… •HELPの記録文字を日本語または英語に変更します。
• PREV • • • • • • • HELPの記録文字を日本語または英語に変更します。
• EXIT • • • • • • · 前の表示に戻ります。

SET A. R. 
メニュ ーの[SET A. R.]キ ーを押すと以下のようになります。

I GPIB I UP I SET I SET I AUTO I 
I SET I GRADE I LANG I A. R. I CAL I EXIT I 

▼ 

Channel : 11311 .. AUTORANGE : げoff.且
I INC I DEC I TIME I ON I OFF I EXIT 

口仁コ亡コEコ Eコロ
パネル・ディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

• INC ・ ・ ・ ・・・・ チャネルの切り換えをします。
• DEC ・・・・ ・ ・ ・ チャネルの切り換えをします。

* · TIME ……・ オ ートレンジで感度を設定するための信号のサンプリング時間を
セットします。

• ON … ……ディスプレイに表示してあるチャネルのオ ー トレンジの動作を
可能にします。

• OFF ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ディスプレイに表示してあるチャネルのオ ー トレンジの動作を
停止します。

• EXIT .... ·.. 前の表示に戻ります。
＊メニュ ーの[TIME]キ ーを押すと以下のようになります。

・・・・・・...
Channel : :.3: AUTORANGE : i:Qf［且

I INC I DEC.. I TIME I · ON I OFF. ••• 1 EXIT I 

AUTORANGE PERIOD: 
I i i 

▼ 

::99羨：seconds
I NEXT I PREV I EXIT I 

• NEXT • · … •• 1秒から99秒までサンプリング時間を1秒単位で増加します。
• PREV • • • • • • • 99秒から1秒までサンプリング時間を1秒単位で減少します。
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● S I G CO NE) 

機 能：チャネルのアンプ設定情報印字のON/OFFを設定します。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー mの [SIG COND] キ ーを押します。

TIME 
DATE I I/0 

DE I SIG I MOTOR I 
FAULT I COND I SRC I more

▼ 

Channel :::8:: 

I INC I DEC 
SIGNAL COND REPORTING:りii

ON I OFF I CHANGE I EXIT I

D D D D D Eコ
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ー は、次のようになります。

• INC ・・・・・・・・・・・ チャネルの切り換えをします。
• DEC ・・・・・・・・・・・ チャネルの切り換えをします。
• ON ・・・・・・・・・・・・ 設定情報の印字をONにします。
• OFF ・・・・・・・・・・・ 設定情報の印字をOFFにします。
• CHANG ・・・・・・・・・ チャネル毎の設定表示になります。
• EXIT • • • • • • • • • · 前の表示に戻ります。

•MO T O R S RC 

機 能：チャ ー トスピー ドのクロックを内部／外部のどちらかに設定します。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー 皿の [MOTOR S RC] キ ー を押します。

TIME DE I SIG I MOTOR I 
DATE I I/0 FAULT I COND I SRC I more

▼ 

MOTOR CLOCK SOURCE: !fo困§th拉：｝
I I I INTRN I EXTRN I I EXIT 

ロニ D Eコこ］亡］
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ー は、次のようになります。

• INTRN ・・・・・・・・ 内部クロックで設定された速度で動作します。
• EXTRN ・・・・・・・・ 外部クロックに同期して動作します。
• EXIT • • • • • • • • • 前の表示に戻ります。
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1-4. メニニュ —- IV ＇ ー・

●S E T AC Q

機 能：メモリカ ー ドにデ ー タを取り込む場合の収録条件を設定します。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー Wの[SET AC Q]キ ーを押すと収集条件設定のメニュ ー になります。

SET I SET I 
ACQ I PBACK I 

▼ 

I I 
I more I 

SAMPLE RATE: ®.${fk,出 PRE-TRIG:50．凋：
< « I » > I NEXT I PREV I more I EXIT 

Eコ亡］亡］亡］亡］亡］
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ーは、次のようになります。

・くくく ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
．＞＞〉 ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
• NEXT .... ·.... サンプルスピー ド、プリトリガの値を設定します。
• PREV ・・・・・・・・・ サンプルスピード、プリトリガの値を設定します。
• more

• • • • • • • • • 動作モー ドの設定表示になります。
• EXIT .. ·.. ·.. • メニュ ー mの表示に戻ります。

サンプルスピー ド (SAMPLE RATE) は下記の設定値が選択できます。

SANPLE RATE (Hz) I 100 500 

(sec) I 10m 2m 

※メモリとプリトリガの関係

lk 

lm 

5k I 10k I 50k I 100k I 250k 

200 µ I 100 µ I 20 µ I 10 µ I 4 µ 

例）プリトリガを20％としてメモリにデ ー タを取り込んだ場合
指定メモリ長を100駕とするとトリガポイントを中心に、トリガ前を20駕、
トリガ後80況のデー タをメモリに取り込みます。

20駕l 80駕 ←設定されたメモリ

↑ 

トリガポイント
※プリトリガは0駕から100駕まで10況ステップで設定できます。
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[more] キーを押すと、動作モ ー ドとメモリ分割の設定表示になります。

SAMPLE RATE: 2.frO：：届h PRE-TRIG:••:50叶ふ
I «< I »> I NEXT I PREV I more I EXIT I

▼ 

ACQUISITION: TAU叩 —rearm STORAGE: s斑皿ented
くく< 1 >>〉 | NEXT I PREV I more I EXIT I

［コ亡］亡］亡］亡］亡］
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ー は、次のようになります。

．＜くく ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
．＞＞〉 ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
• NEXT ・・・・・・・・・ 設定条件を選択します。
• PREV ・・・・・・・・・ 設定条件を選択します。
• more • • • • • • • • • 前の表示に戻ります。
• EXIT ・・・・・・・・・ メニュ ー IVの表示に戻ります。

A QUISI TION 
パネルディスプレイで設定する内容は次のとおりです。

呻碑l:—rearm • • • • ·… 操作パネルのARMキ ーを押すとトリガ待ちになります。
シング）墳作モード

auw,/}-rearm.....・・・ メモリ記録が設定されるとただちにトリガ待ちになります。

STORAGE 

また、いったんトリガ条件に達してメモリ記録動作を終了す
ると、再びトリガ待ちになります。
リピート動作モー・ド

パネルディスプレイで設定する内容は次のとおりです。

n紅謳l ............. ・ 一回のトリガ発生で1チャネルあたり32000のデー タをメモリ
に記録します。

S螂暉t国・………• 1 チャネルあたりのメモリを8分割して使用します。
従って一回のトリガ発生で4000デー タがメモリに記録され
ます。
チャネルあたり4000のデー タを8種類メモリに記憶します。

| 4k| 4k | 4k | 4K | 4k | 4k |4K | 4K |

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 
0 4K 8K 12K 16K 20K 24K 28K 32K 
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●S E T P BAC K

機 能：メモリカ ー ドデ ータ出力時の条件を設定します。

＜設 定 方 法＞
メニュ ー IIの[SET PBACK]キ ーを押すとフォ ーマット設定メニュ ーになります。

I SET I SET I
I ACQ I PBACK I

▼ 

FORMAT:((8滋は韮
I «< I »> 

I I 
I more I 

MAGN: X 1 PB: 0伍ー訊00%
NEXT I PREV I more I EXIT 

Eコ仁コEコ亡］仁］ E］ 
パネルディスプレイに対応する ソフトキ ー は、次のようになります。

・くくく ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
．＞＞＞ ・・・・・・・・・・ カ ー ソルを設定する項目に移動します。
• NEXT ・・・・・・・・・ フォ ー マット等の設定をします。
• PREV ・・・・・・・・・ フォ ーマット等の設定をします。
• more • ·……• デ ータ出力時の動作の設定表示になります。
• EXIT ・・・・・・・・・ メニュ ー Wの表示に戻ります。

上記は8分割記録 の設定例です。以下に設定フォ ーマットを示します。

フォ ー マット

8 分割(8 gr id) 
6分割(6 gr id) 
4分割(4 gr id) 
2分割(2 gr id) 
1分割(1 gr id) 

ューサ
、

チャート(user) 
テ

｀
ータ nキ

ャ
ンり

‘
(data logger) 

X-Y記録(x y plot)

設定項目

拡大率 （ MAGN: X班屯） ア一さー·夕出ヵ範囲 （ PB:虹ー知％ ）．．．．．． ヽ ． ．．． ． ． ． ．

拡大率(MAGN:x::g:i）、デ ータ出力範囲(PB：賽吋嘉）
拡大率 （ MAGN: x:::::: ） T 喩ゞ -夕出力範囲 （ PB:::::―月荘駕） ．． ． ． ． ． ヽ ．．．． ．．．．

拡大率(MAGN: X言呈）、デ ータ出力範囲(PB：出— ！且喘）
拡大率(MAGN: X歪:U、デ ータ出力範囲(PB：：桑一且点）
拡大率(MAGN: X叫苔）、デ ータ出力範囲(PB：賽— 望喘）
拡大率は Xlのみ

””ゞ

夕出力範囲 （ PB :::: ;::. 駕）、T - : : • : :-: : : : 
x軸、Y軸のチャネ）V指定 、デ ータ出力範囲は0-100％のみ

MAGN 
時間軸拡大率はXl, X2, X4, 1/2, 1/4, 1/4, 1/8が設定可能です。

PB 
―亨ータ出力範囲の設定は取り込んだデータを100%ととして出カスタ ート位置、出カエン

ド位置とも10％ステップで設定可能です。

PB : ; : : : : : : : - : • : : : : : % 
↑ ↑ 

スタート エンド
(0~90%) (10~100%) 
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各、記録モ ー ドの設定メニュ ー は次のとおりです。

8分割 I FORMAT ：且料gdii
I «< I »>

MAGN: Xl PB:00且一訊00駕
NEXT I PREV I more I EXIT 

［コロロロロロ
▼ 

ューサ
、

チャート I FORMAT:!!iiser：忠
I «< I »>

MAGN: Xl PB:00且一韮00%
NEXT I PREV I more I EXIT 

▼
デ ータnギ ‘Jり,. I FORMAT ：苔曲藷詞fogger:: MAGN: X 1 PB: D肘ー到叩駕

I «< I »> I NEXT I PREV I more I EXIT

▼ 

x-y記録 I FORMAT：涵涵磁
I «< I »>

X= 且ま:: Y= ::2:: PB: 0 -100駕
NEXT I PREV I more I EXIT 

▼ 
1分割 I FORMAT ：且韮森姐

I «< I »>
MAGN: Xl PB:Q針ー且00%

NEXT I PREV I more I EXIT 

▼
2分割 I FORMAT：且盆gr姐

I «< I »> 
MAGN: Xl PB:QQ且一訊00駕

NEXT I PREV I more I EXIT 

▼ 

4分割 I FORMAT：追泡ぷid
I «< I »> 

MAGN: Xl PB:00苔一韮00駕
NEXT I PREV I more I EXIT 

▼ 

6分割 I FORMAT：恣涎tid
I «< I>>〉

MAGN: Xl PB:Q朗ー卦00悶
NEXT I PREV I more I EXIT 

[NEXT] キーを押すと再び8分割記録設定メニュ ー に戻ります。
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[more] キ ーを押すとデー タ出力時の動作設定メニューになります。

I SET I SET I 
I ACQ I PBACK I 

▼ 

FORMAT：且8ggr甜
I «< I »>

I I 
I more I 

MAGN: Xl PB:00合一韮00%
NEXT I PREV I more I EXIT 

▼ 

DATA CAPTURE PLAYBACK：眼anii祖
I I I NEXT I PREV I more I EXIT 

□ □ Eコ Eコ仁］亡］
パネルディスプレイに対応する ソフト キ ー は、次のようになります。

• NEXT ・・・・・・・・・ 出力をマニュアル (manual) かオ ー ト (auto) に設定します。
• PREV ・・・・・・・・・ 出力をマニュアル (manual) かオ ー ト (auto) に設定します。
• more • • • • • • • • • フォ ーマットの設定表示になります。
• EXIT ・・・・・・・・・ メニュー Wの表示に戻ります。

manual 
トリガが発生してメモリヘのデー タ取り込み動作が終了するとデー タ出力待ちになりま
す。
メニュー のモー ドキ ー とソフトキ ーを使用して出力します。

aut o 
トリガが発生してメモリヘのデー タ取り込み動作が終了すると自動でデー タが出力待さ
れます。
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2. チャ ー トスピ ー ドの設定

2-1 ．波形記録のチャ ー トスピ ー ド設定方法

チャ ートスピ ードの設定方法は、CHART SPEEDキ一部から設定する方法と、
MENUキ一部の [SPEED] キーから設定する方法とがあります。
まず始めに、本体がリアルタイム波形モ ードになっているか確認して下さい。 リアルタイム
ロギングモ ードになっている場合は、 [MODE] キーを押して次にソフトキーの8GRIDキー

を押し本体を動作させてリアルタイム波形記録モ ードにして下さい。

(1) [CHART SPEED] キ一部から設定する方法

CHART SPEED 
1 5 25 50 100 200 

亡こロニ］こロニ］二］
mm/sec mm/min mm/hour A B C 

亡ニコロロニ］こ

CHART SPEEDキ一部は、数値 (1、5、25、50、100、200) と、単位 (mm/sec、mm/min、
mm/hour) さらに、 [A] [BJ [CJ、のキーで構成されていています。

数値、単位は、それぞれ押された値のスピードそのものが設定されます。
[A] [BJ [C] の各キーは、ユ ー ザがスピードの値を自由に登録することができます。
[A] [BJ [C] の設定方法は、SYSTEMキー メニュ ー Wの [ABC S PDS] を参照して
下さい。

本体が、リアルタイム波形記録中でも記録を中止せずにチャ ー トスピー ドの設定変更ができ
ます。

(2) SPEEDキーから設定する方法

MENU 
SPEED TIMER TRIGGER 

こコロロニ］
SYSTEM MODE EDIT 

□□□]□□ 

MENUキ一部の [SPEED] キーを押すとディスプレイは、以下の表示になります。

025・・Wf!ll.S. Use keypad or speed keys 
Press [enter J to accept. I EXIT 
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このモ ー ドでは、CHART SPEEDキ一部の数値、単位キーを使用して設定するか、英数字キ一部

の数値を使用して設定する方法とがあります。

CHART SPEEDキ一部を使用して設定する場合、 （1)と同じように設定できます。
設定を終了する場合は、 [en t er] キー 又は、 [EXIT] キー を押して下さい。
英数字キ一部で設定する場合、設定部は3桁で構成されていますので、それぞれの数値を
設定して下さい。範囲は、1~200です。 また1mm毎に設定できます。
設定を終了する場合は、英数字キ一部の [en t er] キー 又は、 [EXIT] キーを押
して下さい。
内容が間違っている場合 [en t er] キーを押すと表示部に

”

INVALID" と表示
して設定されません。 また設定が間違っていて [EXIT] キーを押しても、その設定は
無効となります。

耕罪話I} Use keypad or speed keys 
Press [enter] to accept. I EXIT 

□仁］口にコ［二］口
本体が、リアルタイム波形記録中でもチャ ー トスピー ドの設定変更ができます。
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2-2. ロギング記録のサンプルスピ ー ドの設定方法

まず始めにモ ー ドがロギングモ ー ドになっているか確認して下さい。ロギングモードになっ
ていない場合は、①の動作説明から、既にロギングモ ー ドになっている場合は、③の動作説
明から参照して下さい。

リアルタイムロギングのサンプルスピー ドの設定方法は、次の手順で行なって下さい。

① MENUキ一部の［MODE] キーを押し次に [more] キーを押しパネルディスプレイを
以下のようにして下さい。

8 4 2 1 USER I more 
GRID GRID GRID GRID MODE 

▼ 

I 6 I DATA I FORM I DUAL I TIMER I more 
I GRID I LOG I FEED I SPD I MODE 

口 仁コ口口口口
② [DATA LOG] キーを押して（動作状態になります）本体を一度ロギングモ ー ドに

します。
次に [REC/STOP] キーを押して本体を停止させます。パネルディスプレイは、以
下のようになります。

12/30/91 19:21:00 *HALTED*
Data Logger Spd 175ms/l 

③ MENUキ一部の [SPEED] キーを押します。パネル ・ ディスプレイは、以下のよ
うになります。 この状態でロギング記録サンプルスピー ドが設定可能になります。

025 ms/1 Use keypad to edit speed, ENTER 
to accept. I ms/1 I s/1 I m/1 I EXIT I 

□口にコ亡コ仁コ仁コ
④数値入力は、英数字キ一部を使用して設定します。

単位は、ディスプレイのソフトキ一部の単位で設定して下さい。単位とロギングサンプ
ルスピー ドとの関係を以下に示します。

ms/1・・・・・・・・ [mm/sec] （ミリ秒／デ ー タ）
s/1 • • • • • • • • [mm/min] （秒／デ ータ）
m/1 •••••••• [mm/hour] （分／デ ータ）

175~999 
l ~999
l ~999

⑤終了方法は、英数字キ一部の [ENTER] キーを押して下さい。
設定に誤りがある場合パネルディスプレイは以下のようになり設定できません。

I罰AL.ID Use keypad to edit speed, ENTER 
to accept. I EXIT 

ロロロロロロ
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3. 記録モ ー ドの設定方法(MODEキーによる設定方法）

MENU 記録モ ー ドの主な設定は、MENUキ一部のMODEキー

SPEED TIMER TRIGGER によって設定します。

［コ □ □ メニュ ーは、モ ー ドを設定するだけでなくソフトキーを押
SYSTEM MODE COMMENT すと、即座に実行開始します。

口 Eコ に］

<MODEキ ー の動作説明＞

記録モー ドの選択は、ディスプレイの示すソフトキーによって行ないます。
メニュ ーの切り換えは [more] キーで行なって下さい。以下に [more] キーによる
記録モ ー ドの選択メニュ ーの1巡の様子を示します。
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3-1. メ＝ユー— I

● B O Fミ I エ (8 分割記録）

モー ド：リアルタイム波形記録
機能：8分割のリアルタイム波形記録を行ないます。

＜操 作 方 法＞
[MODE] キーを押しメニュ ー I にします。表示は以下のようになります。

I 8 I 4 I 2 I 1 I USER I more
I GRID I GRID I GRID I GRID I MODE I 

口 □ 口 □ 口 □
[8 GRID] キーを押すと8分割で波形記録を開始します。

12/30/91 09:50:00 
8 Channel REAL-TIME Spd 25mm/s 

操作キ一部の [REC/STOP] キーを押すと記録を中止できます。

12/30/91 09:55:00 
8 Cha皿el REAL-TIME 

*HALTED*
Spd 25mm/s 

この状態で [REC/STOP] キ ーを押して記録の再開、中止ができます。

以下同様に分割記録が開始できます。

I 8 I 4 2 I 1 I USER I more
I GRID I GRID GRID I GRID I MODE I 

に］ Eコ ロ ロ ロ ロ
[4 GRID] キーを押すと4分割で波形記録を開始します。

I 8 I 4 I 2 | 1 I USER I more
I GRID I GRID ! GRID I GRID I MODE I 

仁コ 二 Eコ ロ 口 ロ
[2 GRID] キーを押すと2分割で波形記録を開始します。
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I 8 I 4 I 2 I 1 I USER I more

I GRID I GRID I GRID I GRID I MODE I 

亡］に］亡］Eコロロ
[ 1 GRID] キーを押すと全チャネルオ ーバラップで波形記録を開始します。

I 8 I 4 I 2 I 1 I USER I more

I GRID I GRID I GRID I GRID I MODE I 

ロロロEコロ］こ］
[USER MODE] キーを押すとユー ザチャー トのモ ー ドで波形記録を開始します。

＊ユー ザチャー トの設定方法は1．測定条件の設定方法 (SYSTEMキー による設定方法）を

参照して下さい。

全てのリアルタイム記録モ ー ドは [REC/STOP] キーを押して記録の再開、中止がで

きます。
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3-2 ． メニニニェ ―- II

● 6 O R.. I 戸 (6 分割記録）

モ ー ド：リアルタイム波形記録
機 能：6分割のリアルタイム波形記録を行ないます。

＜操 作 方 法＞
[MODE] キ ー を押しメニュ ー IIにします。表示は以下のようになります。

I 6 I DATA I FORM I DUAL I TIMER I more 

I GRID I LOG I FEED I SPD I MODE I 

Eコロ］こ］口□亡］
[ 6 GRID] キ ー を押すと6分割で波形記録を開始します。

•DATA L OG

機 能：リアルタイムロギング記録を行ないます。

＜操 作 方 法＞
[MODE] キ ー を押しメニュ ー IIにします。表示は以下のようになります。

I 6 I DATA I FORM I DUAL I TIMER I more 
I GRID I LOG I FEED I SPD I MODE I 

口 Eコ ロ ロ ロ ロ

[DATA LOG] キ ー を押すとロギング記録を開始します。

12/30/91 12:10:00 

Data Logger Spd 175mm/l 

操作キ一部の [REC/STOP] キ ー を押すと記録を中止できます。

12/30/91 12:15:00 

Data Log 

*HALTED*

Spd 175mm/l 

この状態で [REC/STOP] キーを押して記録の再開、中止ができます。

サンプルスピ ー ドの設定方法は 2．チャ ー トスピー ドの設定 2-2．ロギング記録ノサンプルス
ピー ドの設定方法を参照して下さい。
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•FOR.1VI F E EE)

機能： 1ペー ジ（次のペー ジの先頭まで）のフィ ー ドを行ないます。

＜操作 方 法＞
[MENU]キ ーを押してメニュ ー IIの表示にします。

I 6 I DATA I FORM I DUAL I TIMER I more

I GRID I LOG I FEED I SPD I MODE I 

亡］亡］ ［コロロロ

[FORM FEED]キ ーを押すとフィー ドを開始します。
フィー ドが終了すると表示は下記の様にMODEメニュ ー I になります。

I 8 I 4 I 2 I 1 I USER I more

I • GRID I · · GRID • I GRID I GRID I MODE I 

•DuAL S PE) 

モー ド：デュアルスピー ド記録
機能：リアルタイム波形記録を2つの記録スピー ドを切り換えながら記録を行ない

ます。

＜操作 方 法＞

(1) デュアルスピー ド記録を行なうためのセットアップ

① [MODE]キ ーメニューの[DUAL SPD]キーを押すとディスプレイは、以下
のようになります。

I. 6 I DATA I FORM I DUAL I TIMER I more

I GRID I LOG I FEED I SPD I MODE 

▼ 

REALTIME DUAL SPEED OPERATION 
I RUN I 謡難厖 I I EXIT 

［コロロロロロ
②[SETUP]キ ーを押して設定表示にします。

DUAL SPEED RECORDER FORMAT: j函翡淵：
I I I NEXT I PREV I more I EXIT 

ロロロ E] Eコロ
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NEXTまたはPREVで記録のフォ ーマットを設定します。フォ ーマットを以下に示 します。
8分割(8 grid) 
6 分割 (6 grid)

4分割 (4 grid)

2 分割 (2 grid)

1 分割(1 grid) 
ユ ー ザチャ ート (User)

③ [more] キーを押すと切り換えスピー ドの設定表示になります。

くくくまたは＞＞〉で設定項目にカ ーソルを移動します。
NEXT またはPRVEによってチャ ートスピー ド、切り換え条件(DURATION)の設定を
行ないます。

SPEED 1: 025mm/s DURATION: 00:00:05 
I «< I »> I NEXT I PREV I TRIG I EXIT 

D Eコ仁コ仁コ仁コ仁］
[EXIT] で前の表示に戻ります。

§記録スピー ド 1 のセットアップ
I 
SPEED l: 025繭湘 DURATION: QO:QQ:05 

I «< I>> 〉 |NEXT I PRVE I TRIG I EXIT 

Eコ D D D D に］
カ ーソルをSPEEDにしてSPEEDを”

1
”に設定します。

チャ ートスピ ー ド の設定を行ないます。カ ーソルをチャ ートスピ ー ドに設定して行
ないます。単位(mm/s,mm/m,mm/h)はSPEEDキ一部で設定し、数字はSPEEDキ一部また
は、英数キ一部で設定します。

スピー ド切り換え条件の設定を行ないます。カ ーソルを”

DURATION"に設
定して行ないます。条件の切り換えは [TRI G] 又は、 [TIMER] のソフト
キー で切り換えます。

タイマ切り換えの場合は、NEXTまたはPREV で記録時間を設定します。
記録時間は、00:00:01~23:59:59の範囲です。

切り換えがトリガ の場合は、設定されてあるトリガによります。

SPEED}:臨呻／S DURATION: 00:00:05 
I <«.. i〉>〉 |NEXT I PRVE··· ·1.. TRIG I EXIT 

▼ 

SPEED.1: 050mrnIs DURATION：荘諌器r
I <« !>>〉 |NEXT I PRVE I TIMER I EXIT I 
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§記録スピー ド 2 のセットアップ

カ ー ソルを SPEED にして SPEEDを”

2" に設定します。
チャ ートスピー ド、切り換え条件の設定は芯PEED 1 と同じように設定して下さい。

SPEED 2: 050繭/s DURATION：紅淫邸細
I « < I » > I NEXT I PRVE I TIMER I EXIT

Eコ仁コ仁コ Eコ Eコに］
[EXIT] でフォ ー マット設定表示に戻ります。

注） DURATION の表示が時間の場合、 ソフトキ ー に対応する表示は [TR I G]となり、
DURATION の表示がTRIGGERの場合は [T IMER] となります。

(2)デュアルスピー ド記録による測定

①セットアップの確認をしたら [EXIT] キ ーを押して以下の表示にして下さい。

REALTIME DUAL SPEED OPERATION 
I RUN I SETUP I I EXIT 

口 口 □ 口 にコ 仁コ
[RUN] を押すと記録を開始します。

く記録スピ ー ド 1 による記録中の表示》

SETUP #1 SPEED: 025mm/s 00:00:05 
8 grid DUAL SPEED I CANCEL I 

口 に］ 口 口 口 口

く記録スピ ー ド 2 による記録中の表示＞

SETUP #2 SPEED: 050mm/s trigger 
8 grid DUAL SPEED I CANCEL I 

□ 口 口 口 □ Eコ

設定がTIMERの場合 00:00:00でスピ ー ドが切り換わり、 TRIGGERの場合は、トリガ発生
で切り換わります。

[REC/STOP] キ ーによって記録の中止／再開ができます。
また中止して再度、記録を再開した場合は、記録スピ ー ド1からスタ ートします。

[CANCEL] キ ーを押すと、DUAL SPD モ ー ドを終了してアイドルモ ー ドになりま
す。
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•T ェ泣王尺 泣 OI>E5

モー ド：タイマ記録
機 能：指定した時間に記録の開始 、終了を行ないます。

＜操 作 方 法＞

(1)タイマモ ー ドのセットアップ

①[MODE]キーメニュ ーの[TIMER MODE]キーを押すとディスプレイは、
以下のようになります。

I 6 
I GRID 

DATA I FORM I 
LOG I FEED I 

DUAL 
SPD 

I TIMER 
I MODE 

more 

▼ 

TIMER SETUP 
I «< I »> 

start: 09/03/90 12:00:00 

I NEXT I PRVE I MODE I RUN 

口に］仁コロロ
くくくまたは＞＞〉で設定項目にカ ー ソルを移動します。
NEXTまたはPRVEで記録開始日時と終了日時などの設定をします。

ロ

§記録開始日時の設定

TIMER SETUP 
I «< I〉>>

就虹¢: 09103190 謡;oo:.:00
I NEXT I PRVE I MODE I RUN 

Eコ仁コ仁コ
表示を

’

' s t ar t"にします。
カ ー ソルを日付にして、’' NEXT/PRVE"で記録開始の日付を設定します。

ロ ロ ロ

次にカ ー ソルを時刻にして、記録開始時刻を設定して下さい。

§記録終了日時の設定

TIMER SETUP 
I «< I »> 

StりP:. : 0910319 9 店3.:00::. 00 
I NEXT I PRVE I MODE I RUN 

EコEコ
表示を

’

' s t o p"にします。
記録開始日時と同じ様に記録終了日時を設定して下さい。

ロ Eコ 口 ロ
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②MODEキ ーを押して記録のフォ ーマット、チャ ー トスピー ドを設定します。

TIMER SETUP s拍りP荘 ： り91りB190 庄8'.:oo:oo
I «< I>> 〉 |NEXT I PRVE I MODE I RUN I 

▼ 

Speed: 025繭/s MODE : 8沿harin函
Use keypad for spd I NEXT I PRVE I EXIT 

ロロ□仁コ Eコロ
NEXT または PREV で出カフォ ーマットを変更します。

チャ ー トスピー ドは、SPEEDキ 一部か英数字キ 一部で設定できます。
カ ーソルをチャ ートスピー ドに設定し単位 (mm/s,mm/m,mm/h) はSPEEDキ 一部で設定し、
数字はSPEEDキ 一部または、英数キ 一部で設定します。

ロギング記録の場合は、s p dを押すとロギング設定表示になります。

Speed: 026繭Is MODE : 8泊h呻蘇
Use keypad for spd I NEXT I PRVE I EXIT I 

▼ 

MODE: data log 
spd I NEXT I PRVE I EXIT I 

▼ 

175 ms/1 Use keypad to ed it speed,ENTER 
to Accept I ms/1 I s/1 I. m/1 I. EXIT 

口に］ロヒコ DEコ
サンプルスピードの設定は英数字キ 一部で行ないます。単位はソフトキ ー で設定しま
す。

[EXIT] で前の表示に戻ります。

サンプルスピー ドの設定方法は 2．チャ ー トスピー ドの設定 2-2．ロギング記録の
サンプルスピー ドの設定方法を参照して下さい。

(2)タイマモ ー ドによる測定

セットアップの確認をしたら、 [RUN]キ ーを押します。

TIMER SETUP start: 09/03/90 12:00:00 
I «< I> 〉〉 |NEXT i PRVE ! MODE I RUN 

ロロロロロロ
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くタイマモ ードによるスタート日時待の表示＞

09/03/90 11:00:00 TIMER MODE 

start 09/03/90 12:00:00 I SETUP I EXIT

口口に］に］ Eコ Eコ
スター ト時刻待ち状態で [SETUP] キ ー を押すとセットアップが行えます。

[EXIT] でアイドルモ ードになります。

くタイマモ ードによる記録中の表示＞

09/03/90 12:00:50 

stop 09/03/90 12:10:00 

TIMER MODE 

I I EXIT

ロロロロロ Eコ
記録中では [EXIT] キ ー でアイドルモ ードになります。
記録が終了するとアイドルモ ードになります。
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3 -3. メニニュ —-m

•DA T A C A P T

機 能：メモリにデー タを取り込み、デー タの出力を行ないます。

＜操 作 方 法＞

(1)マニュアルで行なうデー タの取り込みと、デー タの出力

この方法は、SYSTEMメニュ ー Wの [SET AC Q]の’' AC QUISITION" の設定を
"manual" に設定します。次に SYSTEMメニュ ー Wの [SET PBACK] の” DAT
A CAPTURE PLAYBACK" の設定を

” manual" に設定します。

[MODE] キーによってメニュ ーを以下のようにして [DATA CAPT] キーを押
します。

DATA I PLAY 
CAPT I BACK more 

仁コロロロロロ
[RUN] キーを押すとデー タ取り込み開始になります。

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 
Press RUN to start capture I 胃腿瞑賃:: I EXIT 

ロロロ□亡コロ
デー タ取り込み中になります。 （トリガ待ち状態となります。）

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 
ACQUIRING PRE-TRIGGER DATA I EXIT 

取り込みが終了すると表示は、以下のようになります。

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 
ACQUISITION COMPLETE I EXIT 

以下の表示は、収録デー タの出力の実行メニュ ー です。

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 
Press RUN for Playback I :i,::BUN図忍:•: | EXIT 

ロロロロヒコ［二l
[RUN] キーを押すとデー タの出力を開始します。
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DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 
DATA PLAYBACK I 斑謳瞑 I EXIT 

ロロロロEコロ
[PAUSE] キーを押すとデータの出力を一時中止します。

以下の表示は、一時出力を停止しています。

DATA CAPTURE: Single Arm - Manual Playback 
PLAYBACK PAUSED I ：壌諏羞萎 I EXIT 

に］口［二］亡コロロ
[RUN] キーを押すと、再び出力を開始します。

出力が終了すると、以下の表示になりデータ取り込み開始メニュ ーに戻ります。

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 
PLAYBACK COMPLETE I EXIT I 

↓
 

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 
Press RUN to start capture I RUN I EXIT 

[EXIT] キーを押すと、アイドルモ ー ドになります。

(2) 自動（リピー ト）で行なうデータ取り込みとデータ出力

自動でデータの取り込みを行なうには、SYSTEMメニュ ー Wの [SET AC Q]の項で
" AC QUISITION" の設定を

” AUTO" にし [DATA CAPT] キーを
押すと自動で行なわれます。

また、取り込んだデータを自動で出力するためには、SYSTEMメニュ ー Wの [SET PBA 
CK] の

” DATA CAPTURE PLAYBACK" の設定を
” aut o"にするこ

とによってデータ取り込み終了時に自動でデータの出力を開始します。
以下に示すのは、自動でデータの取り込みとデータ出力を行なった場合の表示です。

DATA CAPTURE: :}\i.i類茄面言咽頭飼薗甜蒻咄
ACQUIRING PRE-TRIGGER DATA I EX IT I 

※この場合、データの出力後、すぐに次のデータの取り込みになります。 （リピ ー ト動作）
上記の Auto の設定は、データの取り込み、または出力のどちらか一方でも可能です。
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•PLAY BACK

機能：メモリに取り込んだデータの出力を行ないます。

＜操作 方 法＞
[MODE]キ ー を押しメニュ ー を以下のようにして[PLAY BACK]キ ー を押します。

DATA I PLAY 
CAPT I BACK more 

に］ Eコ亡］に］ ［コロ
[RUN]キ ー を押すと、データの出力を開始します。

DATA PLAYBACK 
PB:00 - 100況 MAGN: Xl 1 奇翁磯萎萎 I EXIT 

［コ □ 口 口 Eコ 仁コ
以下の表示は、データ出力中です。

DATA PLAYBACK 
PB:00 - 100% MAGN: Xl I 雑謳条 I EXIT 

口 □ □ ［コ 口
[PAUSE]キー を押すと、データの出力を一時中止します。

PLAYBACK PAUSED 
PB:00,_ 100駕 MAGN: Xl I 遼嘩蕊I I EXIT 

ロロロロロロ
[RUN]キ ー を押すと、再び出力を開始します。

PLAYBACK COMPLETE 
PB:00 - 100駕 MAGN: Xl I [漢揺萎象 I EXIT 

口に］仁］ □ E]口

※SYSTEMメニュ ー Wの[SET PBACK]の
”

DATA CAPTURE PLAY 
BACK"の設定が

”

auto"に設定されている場合は、MODEメニュ ーの[PLAY
BACK]キ ー を押すと、即座にデータの出力を開始します。
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4. トリガモ ー ドの設定（TRIGGERキーによる設足旅）

MENU トリガモ ー ドの設定は、MENUキ 一部のTRIGGERキ ーに
SPEED TIMER TRIGGER よって設定のモ ー ドに入ります。

□ にコ 亡I I このモ ー ドでトリガ条件はソフトキーで設定します。
SYSTEM MODE COMMENT 

口 □ 口

＜ト リガソ ー スの種類＞

トリガソ ース 卜 リ ガ 動 作

メ MANUAL 操作パネルの MANUAL TRIGGER キ ーによりトリガ信号を入力します

イ
ン

選 MAIN or 内部信号レベル、外部、マニュアル、ホストタ ー ミナル、時間などの
択 トリガソ ースをorで使用するか、しないかをon/offで選択する

WAVE or トリガチャネルA~Hの使用するチャネルをorで設定する

サ WAVE and トリガチャネルA~Hにトリガソ ースのアナログチャネル1~8chを
andで設定する

設
定 WAVE LEVEL 各アナログチャネルのトリガレベルを設定する

TIME PERIOD 時間でトリガを発生させるときの時間を設定する

<T R I GGERキ ー の動作説明＞
トリガモ ー ドの選択は、ディスプレイの示すソフトキーによって行ないます。
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on • • • • • • • • • • • • ·.. • トリガソ ー スとして使用できます。
off • ••• • • • • • • • • • • • • トリガソ ー スとしては使用できません。

• EXT ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ リモ ー トコネクタの外部トリガ入力からトリガをかけます。
• MAN ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ マニュアルトリガ（操作パネルのMAN UAL TRIGGERキ ー ）入力です。
• BUS • • • • ·.. ·.. • • • • • GP-IBの入力によりトリガをかけます。
• WAVE • • • • • • • • • • • • • · アナログ信号の入カレベルによりトリガ信号を発生します。
• TIME • • • • • • • • • • • ·・ ・ 設定した日時にトリガ信号を発生します。

• EXIT ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ メニュー II （前の表示）に戻ります。

＜ト リガ条件の設定＞

•WAV四 o r

モ ー ド：信号のレベルによるトリガ
機 能： or で使用する信号のチャネルの数をトリガチャネルのA~Hに割り当て

ます。

＜操作 方 法＞
メニュー IIの表示にして[WAVE or] キ ー を押します。

MAIN I WAVE I WAVE I WAVE I TIME I 
or I or I and I LEVEL I PERIOD I EXIT 

▼ 

OR= A 
I «< »> INS DEL I NENT EXIT 

口 口 Eコ 口 Eコ Eコ
先ずINS/DELキ ー でor に設定するチャネルの必要な数だけトリガチャネルを並べます。

(A~Hのチャネル名は次に設定します）

OR= ::A: or::A五ot:A: §t:i\::§t: A;.§r::A .• 
I «< I>〉〉|INS I DEL I NENT I EXIT I 

ここでくく＜／＞＞〉キ ー でトリガチャネル名を変更するチャネルを選択します。
[NEXT]キ ー でチャネル名を変更します。

OR= • A or Bor· •¢::or[1):]or:•註[or·:F:.
I «< ! »> I INS I DEL I NENT I EXIT I 

• EXIT • • • • • • • • • • • • • · メニュ ー II（前の表示）に戻ります。

次に、 ” WAVE and” を使用してトリガチャネルA~Hに信号のチャネル番号を割り当てます。
［例J A にlch 、 B に2ch 、 Cに 3ch 、 D に4ch 、 E に5ch 、 F に6chを割当ると

1 or 2 or 3 or 4 or 5 or 6 となって lch から6ch までのorが設定できます。
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•WAV四 乏 m Ci 

モ ー ド：信号のレベルによるトリガ
機能： andで使用する信号のチャネル番号をトリガチャネルのA~Hに割り当て

ます。

＜操作 方 法＞
メニュ ー 1Iの表示にして[WAVE and] キーを押します。

I MAIN I WAVE I WAVE I WAVE I TIME I 
I or I or 

A = 1 

くくく I »>

口 ヒコ

I and 

▼ 

INS 

Eコ

I LEVEL I PERIOD I EXIT 

I DEL NENT EXIT 

Eコ Eコ 仁コ

先ずINS/DELキ ーでandに設定するチャネルの必要な数だけチャネルを並べます。
(A~H のチャネル名およびチャネル番号は次に設定します）

A = l且＆苔ま\l&\J歪
I « < I » > .  I INS I DEL I NENT I EXIT I

ここでくくく／＞＞〉キーで変更するトリガチャネル名とチャネル番号を選択します。
[NEXT]キーでチャネル名とチャネル番号をそれぞれ変更します。

班：B荘＝店＆訟遥!:3::
I «< I »> I INS I DEL I NENT I EXIT 

• EXIT ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ メニュ ー II （前の表示）に戻ります。

"WAVE or
”と”

WAVE and
”の組み合わせでlchから 8chまで全てのチャネルのand、 orの組み合わせ

が可能です。

［例］ ’’

WAVE or
”でと笠且とし、 A に 1 & 2 & 3 を設定し、 B に 4 & 5 & 6 を設定すると

(lch and 2ch and 3ch) or (4ch and5ch and 6ch) の設定ができます。
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•WA V耳 L EVI L 

モ ー ド：信号のレベルによるトリガ
機 能：各チャネルのトリガレベルを設定します。

＜操 作 方 法＞
メニュ ー IIの表示にして[WAVE LEVEL]キーを押します。

MAIN 
or 

WAVE 
or 

I WAVE 
I and 

WAVE I TIME I 
LEVEL I PERIOD I EXIT 

▼ 

Ch:::ff= H-LEVEL:::075器:: L-LEVEL: ::25駕且
くく< I »> I NEXT I PREV I I EXIT 

Eコ仁コD Eコロ
カ ー ソルを設定する項目に移動します。
カ ー ソルを設定する項目に移動します。
設定条件を選択します。
設定条件を選択します。

メニュ ー II （前の表示）に戻ります。

仁コ
・くくく

・〉〉＞ ．．．．．．．．．．．．．．
• NEXT • • • • • • • • • • • •• •
• PREV • • • • • • • • • • • • • • 
• EXIT • • • • • • • • • • • • •• 

•T

機

I MIヨ： P四尺ーO Iつ

能：セットした時間間隔で繰り返しトリガを発生します。

＜操 作 方 法＞
メニュ ー IIの表示にして[WAVE LEVEL]キーを押します。

MAIN 
or 

WAVE 
or 

WAVE 
and 

WAVE I TIME I 
LEVEL I PERIOD I EXIT 

▼ 

Periodic Timer: 
| <<< i >〉>

: :00: 00 : 00:: 
NEXT I PREV EXIT 

D Eコ仁コ仁］口
カ ー ソルを設定する項目に移動します。
カ ー ソルを設定する項目に移動します。
設定条件を選択します。
設定条件を選択します。

メニュ ー II （前の表示）に戻ります。
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第6章

その他の機能



1. ユー ザアノテー ション（コメント）機能

この機能は、チャネル間アノテーションの1 ライン128文字とシステムアノテーションの30文字
および、オン ・ザ・フライ128文字のバッフアにユ ーザが、自由にコメント入力できます。

＜ユ ー ザアノテ ー シ写ンの種類＞

ユーサ、 7)テーションの種類 機 能 印字文字数

チャネル間 各チャネル間に1 ラインのコメントの印字が可能
アノテーション 1チャネルから8チャネルまで合計8 ライン印字 128文字／ライツ

システム システム情報（時刻、日付、紙送り速度、
ア）テーション タイムスケール、記録モ ー ド）の印字に続けて 30文字

コメントの印字が可能

オンザフライ 記録紙上の任意の位置に1 ラインのコメントを
アJテーション 印字可能 128文字

＜文字の入力方法＞

①MENUキ一部の[COMMENT]キーを押します。

MENU 
SPEED TIMER TRIGGER 

ロ ロロ
SYSTEM MODE CO聞ENT

！ロ □ 仁コ

．．． ．．．． ． ． ．． ． ．． ．． ．． ． ． ．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．． 

Enter channel to comment ? iH0b螂6.l：：：塁：§： :1且：：•••• · · · · · · · • • • • · • · • · ·•••• ••· ·•·•• ·• • • • · · · • ·• • • • 

I I I INC I DEC I EDIT I EXIT I 

□ ［コ仁コ仁コ仁コにコ

INC/DEC キーで編集するチャネル設定をします。

• Channel: 1~8 •…• チャネル間ア）テー ションの入力
• Demand • • • • • • • • • • • • · オンザフライア）テーションの入力
• System • • • • • • • • • • • • · システムア）テー ションの入力
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②ソフト キーの [ED IT] キーを押すと以下のようなコメント入力状態になります。

Enter channel to comment? Channel: 1 
I I I INC I DEC I EDIT I EXIT 

▼ 

CHANNEL #1 
chl Pos 001 more set 

□ □ 口 口 Eコ に
コメントは、英数字キ一部で入力します。
"Pos 001’' は、 コメントバファの文字の位置を示します。
また [more] キーによってコメントバファを40文字先に移動できます。

．． 
ch 1 Pos 041 more I SET I 

▼ 

.. 
ch 1 Pos 081 more SET 

にコ 口 口 口 Eコ に
③コメントの編集が完了しましたら [SET] キーを押します。 これで編集したコメントが

バフアに入力され記録時に印字されます。
表示はチャネル選択画面に戻ります。

CHANNEL #1 
ch 01 PosOOl 

Enter channel to comment? 
I i I INC I DEC 

I more I SET 

▼ 

Channel: 1 
EDIT I EXIT 

□ □ D D D D
[EXIT] キーを押すと編集を終了してもとの表示に戻ります。
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＜オンザフライの言生牢＞

①ソフトキーでDemandを選択します。

Enter channel to comment? 
I I LOC I INC I DEC 

Demand 
EDIT I EXIT 

▼ 

Demand Pos 001 more set I
I 

に］仁コ［コロ D ［コ
前ページの要領で文字を入力します。

コメントの編集が完了しましたら[SET]キーを押します。これで編集したコメントが
オンザフライバファに入力され記録時に印字されます。
表示はチャネル選択のモ ー ドに戻ります。

②ここで [LOC]キーを押すと記録位置の設定モ ー ドになります。

Enter channel to comment? 
I I LOC I INC I DEC 

▼ 

Demand 
EDIT I EXIT 

ON DEMAND BUFFER Location: i:20伍
I I I INC I DEC I SET I EXIT 

INC/DECキーで記録位置を設定し[SET]キーで確定します。
EXITキーを押すと前の表示に戻ります。

③記録の位置について

記録紙の全幅は216mmです。Location 0 は記録紙の上端で Location 216 は記録紙
の下端（手前端）です。
記録位置は1mmから200mmの範囲まで1mmステップで設定可能です。

←←←← 
記録紙移動方向：

記録紙

端

端

上

下

紙

設
定
範
囲

紙

録
＇

，

録

記

記

mm

mm
mm
 

0

00
16
 

2

2

 

n

n

n

n

 

0

0

0
 
0
 

•

1

i

i

t

t

t

t
 

a

a

a

a

c

c

c

c

 

0

0

 

0
 
0
 

L
L

L
L

 
全てのコメントの内容はリスト機能で確認できます。
第4章 1．各測定を行う前にくリストの記録＞を参照して下さい。
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2. タイミング印字機能

右マ ー カ部にタイミングマ ー クを印字します。

＜言牢方法＞

MENUキ一部の [COMMENT] キーを押します。

MENU 
SPEED TIMER TRIGGER 

□ Eコロ
SYSTEM MODE CO聞ENT

ロロロ

TIME MARK INTERVAL: D；：ま
I 0.1 I 1 I I 

{seconds) 
OFF I EXIT 

D EコロロEコ［�
マ ー クのインター バル時間を設定します。OFFにしますとタイミングマ ー クは印字されません。
[EXIT] キーで設定が終了して前の表示に戻ります。

この設定したインター バルで測定記録時にタイミングマ ー クが記録紙の手前端に連続記録さ
れます。

タイミングは3レベルのマ ー クで記録されます。
ソフトキーで設定したインター バル時間は第1レベルです。
第1レベルと第2レベル、第3レベルとの関係を下表に示します。

設定値 TIME MARK INTERVAL:i!Q�J且： TIME MARK INTERVAL: ::Q淵韮

記録周期 マ ー ク高さ 記録周期 マ ー ク高さ

第1レベル 0.1 sec 2 mm 0.01 sec 2 mm 

第2レベル 1. 0 sec 4 mm 0.1 sec 4 mm 

第3レベル 10.0 sec 8 mm 1. 0 sec 8 mm 

タイミング
マ ー ク→

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I

記録紙端→
↑第1レベル ↑第2レベル
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3. ファイル機能

この機能は、本体の設定状態を内部のファイルメモリに保存 (SAVE) 、又は内部のファイルメモ
リから呼び出すことができます。操作はFILEキ一部で行ないます。

＜設定内容の保存(SAVE)>-

①FILEキ一部の[SAVE]キーを押すと以下の表示になります。

FILE 
SAVE 1 

Eコロ
2 3 

に］に］

SAVE CURRENT SETTINGS 
Select FILE 1, 2, or 3 I EXIT 

仁コ 亡コロコ こ］に］ Eコ

②セ ー ブするファイルNo．をFILEキ一部[l] [2] [3] から選びキーを押します。

FILE 
SAVE 1 

にロ
2 3 

Eコ E コ

SAVING WILL ERASA CURRENT MEMORY SETUP 
Continue to save? • I YES I NO 

に］にロロDEコ
[YES]キーを押すと設定がセ ー ブされ下記の文字が一瞬表示され最初の表示に戻りま
す。 この時前にSAVEしてある設定条件は消されてしまいますので注意して下さい。

Saving setup to FILE 1 
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＜ご言生牢内容の呼び出し＞

①FILEキ一部[1] [2] [3]から呼び出したいファイルを選びキーを押します。
表示は以下のようになります。
ファイルの内容を確認するときはリスト機能でチェックできます。
リスト機能は第4章1．各測定を行う行う前にくリストの記録＞を参照して下さい。

FILE 
SAVE 1 

□ Eコ
2 3 

Eコ仁］

** Loading will erase current settings ** 
Continue loading ? I YES I NO 

仁コロロロD Eコ

②[YES]を押すと表示は以下のようになり設定内容を呼び出します。
[NO]を押すと設定は変わらず前の表示に戻ります。

Loading setup from FILE 1 
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4. チャネル番号印字機能

AMPSET この機能は、波形記録中、その波形にチャネル番号をの載せて記録し
しくす。

ZERO& 
GAIN 

AUTO 
RANGE 

ACQUIRING 
゜

ARM

o

ロ

ロ

ロ

ch. ID 亡］
(No.PRINT) 

＜蝉イ乍方法＞

AMPSETキ一部の [ch. ID] キーを押すと即座にチャネル番号を
印字します。
一回キーを押す毎に一度印字されます。

また、SYSTEMメニュ ーの [ID. SET]の設定が
" OFF" の場合でもこのキーを押すとチャネル番号は印字
されます。

5. バックグラウンド機能

この機能は、リアルタイム記録中などにトリガ条件に達したときメモリカ ー ドにデータを自動的
に取り込みます。

＜セヽントア、ソプ＞

①MENUキ一部のTRIGGERキー でトリガ条件をセットします。
詳細は5章4. トリガモー ドの設定を参照して下さい。

②MENUキ一部のSYSTEMキーを押しメモリヘの取り込み条件を設定します。
AQUISITIONの設定を揮抽涸託rearm にします。
詳細は5章1．測定条件の設定方法の4-4．メニュ ー N • SET ACQを参照して下さい。

＜ t貝り 牢＞

①本体の動作がリアルタイム記録中や停止中にかかわらず、操作パネルのAMP SETキ一部の
[ARM] キーを押すとARMのランプが点灯しトリガ待ちになります。

トリガ条件に達するとACQUIRINGランプが点灯して信号はメモリに取り込まれます。 ます。

②上記＜セットアップ＞でUISITIONをauto-rearmに設定するとすぐにARMのランプが点灯し
トリガ待ちになります。
トリガ条件に達するとACQUIRINGランプが点灯して信号はメモリに取り込まれます。

6-7



6. リモ ー ト及び、 その他の外部入力による機能

外部の信号により記録のスタ ート／ストップ、
外部パルスによる紙送り、イベント信号の入力等を
行なうことができます。

<Dサブ＝ネクタピン別機能＞

ピンめ． 機 能 信 号

1 チャネル間イベントマ ーク入力 lch 閉接点またはTTLレベル（アりティブLOW)

2 チャネル間イベントマ ーク入力 2ch 閉接点またはTTLレベル（アりティブLOW)

3 チャネル間イベントマ ーク入力 3ch 閉接点またはTTLレベル（アりテイプLOW)

4 チャネル間イベントマ ーク入力 4ch 閉接点またはTTLレベル(7りティブLOW)

5 チャネル間イベントマ ーク入力 5ch 閉接点またはTTLレベル（アクティブLOW)

6 チャネル間イベントマ ーク入力 6ch 閉接点またはTTLレベル（アりテイプLOW)

7 チャネル間イベントマ ーク入力 7ch 閉接点またはTTLレベル（アりティブLOW)

8 チャネル間イベントマ ーク入力 8ch 閉接点またはTTLレベル（アりティブLOW)

， 外部トリガ入力 閉接点またはTTLレベル（アりティブLOW)

10 外部同期紙送りパルス信号入力 TTLレベル（アクティブHIGH)
‘

、

11 記録OFF信号（記録のON/OFF動作） 閉接点またはTTLレベル(7りティフ
‘‘

LOW)

12 入カコモン (Ground)

13 無接続

14 無接続

15 システムイベントマ ーク入力 閉接点またはTTLレベル（アりティブLOW)

＜ご馬区重力含ミイ牛＞

電気的条件 イベント信号・外部トリガ 外部同期紙送り

" H" 電圧 +2.5~5V ナー、 ユ ー ナ一 イ
電流 -50 µA以下 40~50%以内

” L ” 

電圧 +0.4V以下 パルス幅 lµsec以上
電流 + 1. OmA以下
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＜リモ ー ト機能の動作説明＞

(1) チャネル間イベントマー ク
波形記録時に、アナログチャネルの間にイベント記録を行ないます。 この機能を動作させ
たい場合は、SYSTEMメニュ ーの [INTER CHAN] で設定を各チャネル毎に
event markerにして下さい。

(2) システムイベントマ ー ク
波形記録時に、記録紙の上端にイベント記録を行ないます。 この機能を動作させたい場合
は、SYSTEM メニュ ーの [SYS EVT] で設定をSystem Event: onにして下さい。

(3) 記録のスタート／ストップ
リアルタイム記録モー ド時に、⑪番ピンをH レベルにすることによって記録開始、また
⑪番ピンをL レベルにすることによって記録を停止することができます。

注）電源投入時、⑪番ピンがL レベルになっていることで本体はリモート状態になります。
従って、この機能で記録をスタートさせる場合は、リモートで記録ストップの状態で

電源をonして下さい。

(4) 外部トリガ
メモリ記録や、DUAL SPDモー ドで設定されているトリガ条件をEXT onに設定されている場
合、⑨番ピンをL レベルにすることによってトリガを発生させることができます。
設定はMENUの [TRI GGER] キ ーでEXT onにします。

(5) 外部パルス同期紙送り
リアルタイム記録時、⑩番ピンにパルスを入力すると、そのパルスの速度に同期した紙送
り速度ででリアルタイム波形記録を行なうことができます。
この機能を動作させるにはSYSTEM メニュ ーの [MOTOR S RC] の設定をEXTRNにして
下さい。

紙送りピッチ
入カパルス
紙送りスピー ド (mm/sec)

最大同期紙送り速度

: 0. 0625mm／パルス
: 1~800Hz 

: 0. 0625mm X入カパルス Hz

: 50mrn/sec 
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7. 内蔵バッテリ駆動について（オプション）

オプションのバッテリパック (RT37-108) を内蔵する事により外部からの電源入力なしに動作で

きます。

＜ご重カイ乍瞑r自可＞

フル充電されている場合の動作可能時間は30分～90分位です。

これは、本体の動作条件（記録条件）で大きく異なるためです。

＜ヲ電方法＞

AC電源をRT3700本体に供給します。
この場合電源スイッチはONでもOFFでもかまいません。

＜ヲ電時r自勺二

上記の状態で約24時間で充電は完了します。

＜ヲ方電寿命＞

使用状態で異なりますが300~400回です。
動作時間が短くなった時は、 バッテリパックの交換が必要です。
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第7章

保守





第8章

製品仕様



1. 基本仕様

1-1．本イ本部

①入カチ ャ ネ ル数

②記 録 方 式

③記 録 密 度

④波 形 モ ニ タ

⑤有 効 記 録 幅

: 8チャネル

：サー マルヘッドによる感熱記録

：電圧軸 200ドット／インチ（約8ドット／ mm)
時間軸 16ドット／ mm (lOOmm/sec以下）

8ドット／ mm (101~200mm/sec時）

: 80ドットLEDモニタ

：分割記録モード 8分割、6分割、4分割、2分割、1分割を
選択可能

モード 7ルスケー）V 記 録

8分割 約 22mm 1~8ch 分割記録
6分割 約28.1mm 1~6ch 分割記録
4分割 約43.8mm 2ch毎オ ー バラップ記録
2分割 約87.5mm 4ch毎オ ー バラップ記録
1分割 約 175mm 全チャネルオ ー バラップ記録

：ユ ー ザ チャートモー ド フルスケール12mm~175mmを
各チャネル選択して任意に組み合わ
せ設定可能

⑥グリッ ドライ ン ：電圧軸は設定したフルスケ ールに自動的に対応
密パタ ー ン、粗パタ ー ン、パタ ー ンoffの3種類を選択可能
内蔵タイミングに同期して時間軸の記録が可能

⑦記 録ポジシ ョ ン ：フルスケ ール内の任意の位置に設定可能

⑧チ ャ ネ ル判別 ：記録波形の近辺にチャネル番号を印字
前面パネルの [ch ID] キ ー によってON/OFF可能

⑨チャネル間 ：1チャネル128文字印字可能
アノテー ション

⑩システム ：時刻、日付、紙送りスピー ド、タイムスケ ール、記録モー ドを印

⑪記

アノテー ション 字、ユ ーザのコメントの印字 (30文字以内）

録 紙 ：ミシン目入りロ ール紙 216mm（幅） X46m（長さ）

⑫使 用 環 境 ：温度 0~40
゜

c
湿度 5~95災RH（但し結露せず）
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⑭電 源 ： 100、 120、 220、 240VAC 土 10%

電圧セレクタ付き、周波数 50/60Hz 
1 1~18VDC、 22~44VDC（オプション）

内蔵バッテリ（オプション 12V NiCad バッテリパック）

⑮最大消費電力 ：約280VA (AC電源使用時）
約200VA (DC電源使用時）

⑯外 形 寸 法 ：約 44 5 (W) Xl08 ( H) X394 (D) mm 

（突起部を除く）

⑰重 量 ：約 1 1kg（バッテリパックなし）
約 13kg（オプション バッテリパック付）

1- 2.アナログ入力部

①入 力 形 式 ：シングル入力，入出力間フロ ーティング， ケースフリー

②測 定 感 度 ：mV レンジ 50mV~5000mV 連続可変

③感 度 精 度

④感 度 安 定 度

⑤非 直 線 性

⑥入カインピ ー ダンス

⑦許容入 力電 圧

V レンジ 5V~500V 連続可変

mV レンジ 可変ピッチ

5 ~200 lmV 

200~ 500 2mV 

500~1000 5mV 

1000~2000 lOmV 

2000~5000 20mV 

：士1%FS以内

：土0. 5駕FS/40
°

C以内

: 0.1悶FS以内

：約2MQ

V レンジ

5 ~ 20 

20~ 50 

50~ 100 

100~200 

200~ 500 

: mV レンジ lOOVDC, 又はACピーク値
50Vrms 

V レンジ 500VDC, 又はACピーク値
2 50Vrms 

⑧c M V : 500VDC, 又はACピ ーク値
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可変ピッチ
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0.2V 

0.5V 

lV 
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⑨C M R R : 80dB以上 (60Hz)

⑩A / D 変 換 ：分解能 12bit 
変換時間 4µsec 
変換方式 遂次比較方式

⑪測 定 モ ー ド ：peak-to-peakまたはtrue rms 

⑫RMS

クレストファクタ ： 8以上 (1知エラ 一 時）

⑬RMS ゲインエラ ー ： 2駕FS以内

⑭ゼロサプレッション ：士lOV (mVレンジ）、 士500V (Vレンジ）
電圧精度 士1駕以内

⑮周 波数 特性 ： DC~15kHz （約―ldB)
DC~25kHz （約—3dB)

⑯ロ ーパス フィルタ ： off、 on (lOHz) 

⑰入カコネク タ ：陸式タ ー ミナル
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2. 記録機能別仕様

2-1 ． リア）レタイム記録

①機 能 ：入力信号の連続波形記録

②サン プリ ン グ ： 250kHz/ch

③紙 送 り 速 度 ：設定可能範囲 1~200mm/sec, min, hour 
パネル設定 1、5、25 、 50、100、200mm/sec、min、hour及び

任意の3種類のスピー ドを設定登録、選択可能

④周 波 数 特 性 ： DC~15kHz 約—ldB
DC~25kHz 約―3dB

⑤記 録 機 能 ： 連続記録
2スピ ー ドの交互記録（時間または、トリガにより切り換え）
タイマ記録

⑥時 間 軸 分 解 能 ： lOOmm/sec以下の時 16 ドット／mm
100~200mm/sec 8 ドット／mm

2 - 2 ． メモリ記録 （オプシ写ン）

①機 能 ・入力信号 データのメモリカ ー ドヘの取り込み
・記録出力（波形記録、X-Y記録、データロギング）

②記 憶 容 量 : 32k ワ ー ド／ch（シングルモ ー ド）
4k ワ ー ド／ch (8分割／chモ ー ド）

イベントマー ク 9ch

③サン プリ ン グ : 100、500Hz
1、5 、 10 、 50、100、250kHz

④分 解 能 : 12 ビット／ch

⑥デ ー タ の出 力 ：マニュアル出力、自動出力に選択可能

⑥最大時間軸分解能 ： 12. 5 µsec/mm
リアルタイム記録の紙送りスピー ド換算値 80m/sec

⑦読み出し指定 ： 0～100難間の任意のデータを 10闘単位で設定可能

⑧時 間軸拡大縮小 ： Xl, X2, X4, 1/2, 1/4, 1/8
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2- 3. トリガ
‘
部

①ト リ ガ ソ ー ス ：マニュアル，外部閉接点またはTTL, ホストコンピュー タ ，
アナログチャネル、内蔵タイマより選択

② ト リ ガモ ー ド ：メイン OR （各トリガソ ー ス間のOR 設定）
全アナログチャネル1~8間のAND、ORの組み合わせが可能

チャネルあたりH、Lの2レベル設定可能

③プ リ ト リ ガ ：0-100知の範囲を 10駕単位で設定可能

④ト リ ガマ ー ク ：記録紙の手前のタイミングマー カでトリガ位置を記録すると同時
にトリガ点に時間軸を記録

⑥ト リ ガ 動 作 ：シングル／リピー ト選択

⑥ ト リ ガ 設 定

シングル 1回のトリガ動作で終了
リピー ト トリガ動作終了後、再トリガ待ちとなる

［アナログ入力］
トリガスロ ープ チャネルあたり立ち上り，立ち下りの

レベル設定

［外部入力］
トリガ信号

2レベル設定（ウインドー トリガ）

スケ ール内(0~100況）
l駕ステップで設定可能

閉接点またはTTLレベル

2 -4. x - Y記録 （オプシ写ン）

①機 能 ：メモリデータのX-Y記録

②メ モ リ 指 定 ：2-2．メモリ記録の項と同じ

③チャネ ル 設 定 ： X, y軸とも入カチャネル設定可能（各1チャネル）

④サン プリ ン グ ：2-2．メモリ記録の項と同じ

⑤デ ー タの出力 ：2-2.メモリ記録の項と同じ

⑥メ モ リ 量 ：2-2．メモリ記録の項と同じ

⑦読み出し指定 ：2-2．メモリ記録の項と同じ

⑧時間軸拡大縮小 ：無し

8-5



2- 5. リアJレタイムロギング記録

①機 能 ：入力信号の数値記録

②サン プリ ン グ ：175msec~999min／ロギング

③記 録 機 能 ：連続記録、タイマ記録

2- 6. メモリロギング記録 （オプシ写ン）

①機 能 ：メモリデ ー タの数値記録

②メ モ リ指 定 ：2-2．メモリ記録の項と同じ

③サン プリ ン グ ：2-2．メモリ記録の項と同じ

④デ ー タの出力 ：2-2．メモリ記録の項と同じ

⑥メ モ リ 量 ：2-2．メモリ記録の項と同じ

⑥読み出し指定 ：2-2．メモリ記録の項と同じ

⑦時 間軸拡大縮小 ：無し

2-7． ノゞヽンクグランド記録（トランジェント記録・オプション）

①機 能 ：リアルタイム記録 中にトリガを検出すると、動作を中断すること
無しにメモリ取り込みを開始する。
データ取り込み後の動作
自動コピー がON メモリ取り込み終了後、直ちに再生記録

OFF メモリ取り込み終了後、ディスプレイに
メッセ ー ジを表示

②リ ア ル タ イ ム設定 ：リアルタイム記録に同じ

③メ モ リ 動 作 設 定 ：メモリ記録に同じ

2-8.デュアルスピ ー ド記録

①機 能 ：リアルタイム波形記録を2つのスピー ドに切り換えて記録
切り換えはトリガ、または 時間設定による

2-9. タイマモ ー ド記録

①機 能 ：設定されたスター ト時刻からストップ時刻までの記録を行なう

②記 録 モ ー ド ：リアルタイム波形記録
リアルタイムロギング記録
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3. その他の機能

①フ ィ ー ド 機 能 ： 1ページ（記録紙の次ページ先頭まで）のフィ ードを行なう

②オ ートCAL機 能 ：各チャネルに校正信号が送られ入カユニットのゼロポジションと
感度が自動的に校正される

③リス ト記 録機 能 ：現在の設定内容、セ ー ブされているファイル (1~3) の設定内
容、簡易取扱説明、キ ー操作ガイドを印字

④ユ ーザ
アノテーション機能 ： 8つのチャネル間アノテーションと1つの on the flyバッフアに

前面パネルまたはホストコンピュ ータより最大128文字／ch

(ASCII) を 入力して印字

on the fly ; 記録のフルスケール内の任意の位置に コメントを
記録

⑤フ ァ イ ル 機 能 ：本体の設定内容を 3種類までセ ー ブ／ロ ード可能

⑥タイミング
マ ー カ機能 ：3レベルのタイミングマ ー クを記録紙の手前端に記録

0.01-0.1-lsec または0.1-1-lOsec のどちらかを選択

⑦チャネル間 ：チャネル間にイベントマ ー クの記録可能（合計8ch)
イベントマ ー カ機能 閉接点またはTTLレベル入力

チャネル間アJテーションとの併用は不可

⑧システム ：記録紙上端にイベントマ ー クを記録
イベントマ ー カ機能 操作パネルのキ ー 入力または閉接点またはTTLレベル入力

⑨リモ ー ト 機能 ：外部同期紙送り 入力 1~800Hz (max : 50mm/sec) 

TTLハイレベル、 16パルス／1mm

記録の on/off 入力 閉接点またはTTLレベル
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4· タト音ドインターフ＝イス

4 - 1. O E - I E3仕様

①規 格 : IEEE488準拠

②転 送 形 式 ：データ8 ビットパラレル、 3線ハンドシェイク

③転 送 速 度 ：バイナリデータ転送時 約10k byte/sec

④信 方ロ 論 理 ：負論理 true LOWレベル
false HIGHレベル

⑤電 気 的 特 性 ：ドライバ VOL=0.5V以下 レシー バ VIL=0.8V以下
VOH=2.5V以上 VIH=2.0V以上

⑥ア ドレ ス設 定 ： 0,......,30 (31種）設定可能

⑦デ リ ミ ッ タ ：CR+LF, EOI (2種類）設定可能

⑧インターフェイス機能：

Iファンり泊ンコート
、

1 機 能 内 容

SHl ソ ー スハンドシェイク全機能あり
AHl アクセプタハンドシェイク全機能あり
T6 基本的トーカ機能あり

シリアルポー ル機能有り
L4 基本的リスナ機能あり
SRl サ ー ビスリクエスト全機能あり
RLl リモ ートコントロ ー ル／ロ ーカル全機能あり
DTl デバイストリガ全機能あり
DCl デバイスクリア全機能あり
PPO パラレルポール機能無し
CO コントロ ー ラ 機能無し

⑨コ ネ ク タ ：アンフェ） ール24 ピン

（本体側コネクタ： 57LE-20240 タイフ
゜

）

ピンNo. 信号名 ピンNo. 信号名

1 DlOl 7 NRFD 

2 DI02 8 NDAC 

3 DI03 ， IFC 

4 DI04 10 SRQ 

5 EOI 11 ATN 

6 DAV 12 SHIELD 

8-8

ピンNo.

13 
14 
15 
16 

17 

18 

87654321 

゜ ゜

15 14 13 12 11 10 9

信号名 ピンNo.

DI05 19 

DI06 20 
DI07 21 

DI08 22 
REN 23 
GND 24 

信号名

GND 
GND 

GND 

GND 
GND 
GND 



第9章

設定メニュ ー
一覧



1. FI LE KEYS 

§セーブ (SAVE) §ファイルの呼び出し (LOAD) 

SAVE CORRE訂SETTINGS

Select FILE 1, 2, or 3 I EXIT I 

•• Loa.ding胃ill erase current settings •• 

Continue Loa.ding? I YES I NO I 

↓
 

↓
 

SAVING WILL ERASE CURRENT MEMORY SETUP 

Continue to SAVE? I YES I NO I 

Loading setup from FILEl 

↓
 

Saving setup to FILE 1 

2. ME NU KEYS 

(1) SPEED KEY (2) TIMER KEY 

25皿／s Ose keypad or speed keys 

Press [enter] to accept. I EXIT I 

TIME MARK INTERVAL: 0,1 (second) 

I o. 01 I .1 I I I OFF I EXIT I 

(1) 



(3) T R I G G E R KEY 

SOURCE: MAN 

(Main OR) I CHANGE I EXIT I 

↓
 

!IAIN I WAVE I WAVE I WAVE I TIME I 

or I or I and I LEVEL I PERIOD I EXIT 

n
""

 

O

AH
 

f

T
 

f

X
 

O

E

off on off (Main or) 

BUS I WAVE I TIME I EXIT I 

Periodic Timer : 00:00:05 

I «< I >» I NEXT I PREV I SET I EXIT I 

OR= A or B or C or D or E or F or G or H 

I «< I〉)> I INS I DEL I NEXT I EXIT I 

Ch: 5 H-LEVEL: 075名L-LEVEL : 25 % 

I «< I >» I NEXT I PREV I I EXIT 

B=2&3l4l5&6 

I «< I〉>> I INS I DEL I NEXT I EXIT I 

(2)



(4) S Y S T E M KEYS 

【メニュ ー I ] 

§チャネル間印字内容設定

I IKTRR I GRID I SIG I ID 

I CHAM I SET I PRIKT I SET I I璽ore

Channel: 01 w/ none 
I INC I DEC I HONE I ANNOT I EVENT I EXIT I 

§チャネルマ ー ク印字設定

AUTO ID : off 
I ON I OFF I I EXIT I 

§記録のON/OFF
§グリッド選択設定

GRID: on MINOR DIVISIONS: on 
I «< I »> I ON I OFF I more I EXIT I 

Channel : 1 PRINT : on 
I INC I DEC I ON I OFF I EXIT I 

↓
 

GRID SYNCHRONIZATION: off 
I I OFF I FAST I MED I SLOW I EXIT • 1 

(3) 



【メニュ ー II] SYS I SYS I LOG I A, B, C I USER 

LOG I EVT I SCALE I SPDS I CHART I more 

§ユーザモード設定

§選択設定 II II II I I 
----------------USER MODE CHART SETUP-—---------

System Event : on System Log : off 

I <« I>>〉 |ON I OFF I I EXIT I 

System Event : on System Log: off 

I «< I »> I ON I OFF I I EXIT I 

§ロギング記録スケール設定

Channel: 1 -0200 to +0200 E+O 

I INC I DEC I Ose keypad I EXIT I 

(4) 

I TEXT I WAVES I GRIDS I I I EXIT I 

SIGNAL : 1 SIZE : Xl/14 POS : 135mm 

I «< I »> I NEXT I PREV I SET I EXIT I 

TEXT / EVENT : 1 Position : 159 mm 

I INC I DEC I I NEXT I PREV I EXIT 

GRID : 2 STATE : on MINORS : off 

I «< I »> I NEXT I PREV I I EXIT I 

§紙送り速度簡易キー設定

A= 10皿／s B= 50mm/s 

I A I B I C 

C=500皿／s

I SET I CANCEL I 



【メニュー m 】

TI皿I I DE I SIG I MOTOR 
DATE I I/0 I FAULT I COHD I SRC I口ore

§時刻、 日付設定

08/12/91 16:40:00 Set Time and Date IIOTOR CLOCK SOURCE: internal 
I くくく I »> I INC I DEC I EXIT I I I I INTRH I EXTRH I EXIT I 

`§アンブ情報の印字設定
§インターフェイス設定

Channel: 1 SIGNAL COND REPORTING: off 
GPIB OP I SET SET AUTO I INC I DEC I I ON I OFF I EXIT 

I SET I GRADE I LANG A.R. CAL 訟IT I 

§規定値の設定

GPIB ADDRESS 10 TERM: EOionly 
I I INC I DEC I EDI I CR+LF I EXIT I 

Select parameter to default 
ANMOT I ZERO I NOMKR I SYS I EXIT_ I 

↓
 

↓
 

↓
 

↓
 

↓
 

****** Parameter set to default value. ******

I ANHOT I ZERO I HOMER I SYS I I EXIT I 
SOFTWARE OPGRADE 
Verify.... Are you sure? 

SCN 11. 1-1. 0 
I YES \ NO 

CALIBRATION IK PROGRESS... 
STATUS : *** passed ***

LANGUAGE : Japanese 
I I NEXT I PREV I EXIT I 

Channel : 3 AOTORANGE : off 
I INC I DEC I TIME I ON I OJi'F I EXIT 

ADTORANGE PERIOD 
I I I 

1 seconds 
NEXT I PREV I EXIT I 

(5) 



【メニュ ー IVl

SET I SET I 

ACQ I PBACK I more 

§メモリ収録条件設定 §メモリ読みだし条件設定

SAMPLE RATE: 250 kHz PR! -TRIG : 50% 

I «< I >» I NEXT I PREV I more I EXIT I 

FORMAT:Data Logger MAGN : X 1/8 PB : 00 -100笛

I «< I »> I NEXT I PREV I more I EXIT I 

↓

↓
 

↓

↓
 

ACQISITION: auto -rearm STORAGE : segmented 

I «< I >» I NEXT I PREV I more I EXIT 

DATA CAPTURE PLAYBACK: manual 

I I I NEXT I PREV I more I EXIT I 

(6)



(5) MODEキー

［メニューI]

§ 8分割リアルタイム波形記録

08/12/91 12:20:00 

8 Grid R訟L-TI郎

§4分割リアルタイム波形記録

08/12/91 12:30:00 

4 Grid RKAL-TI!IE 

［メニュ ー JI -1】

§ 6分割リアルタイム波形記録

08/12/91 12:20:00 

6 Channel REAL-TIME 

§デ ータロギング記録

08/12/91 12:30:00 

Data Logger 

8 I 4 I 2 I 1 I OSER I more 

GRID I GRID I GRID I GRID I MODE 

Spd 101t11/s 

§ユ ー ザモ ー ド波形記録

08/12/91 12:00:00 

Analog REAI、-TIME Spd 25ms/l 

§ 1分割リアルタイオ ー バーラッブ波形記録

Spd 25口／s

08/12/91 12:10:00 

2 Grid REAL-TIME 

08/12/91 12:00:00 

1 Grid REAL-TIME 

Spd 50mm/s 

I 6 I DATA I FO皿I DUAL I Til!IER I more 

I GRID I LOG I FEED I SPD I llODE 

Spd 101111/s 

§フィ ー ド

Spd 17511s/l 

(7) 

Spd 25ms/l 



【メニューII -2】

6 I DATA 
GRID I LOG 

FO鴎I
FEED I 

DUAL I TIMER I 
SPD I MODE I 

more I 

§DUAL SPEED 

RKALTIII.E DUAL SPEED OPERATION 
I RUN I SET UP I I EXIT 

＇ ， ,-----------' 
’ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ， ＇ ’ 
， 
＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ， ＇ ， 

， 

↓
 

DUAL SPEED.RECORDER FORMAT: 8 Grid 
I 

• 
I . I NEXT I PREV I more EXIT 

§TIMER MODE 

↓
 

TIMER SETUP 
«< »> 

start: 08/12/91 12:00:00 
I NEXT I PREV I MODE I RON 

SPEED 1: 025mm/s 
I <« I >» I 

DURATION: 00: 00: 05 
NEXT I PREV I TRIG EXIT 

↓
 

I I 

Speed: 025mm/s 
Use keypad for spd 

MODE: 8 grid 
I NEXT I PREV \ EXIT I 

SPEED 2 :  050mm/s 
I «< I »> I 

DURATION: Trigger 
NEXT I PRYE I TIME EXIT 

·----------; 

.. __ i 

08/12/91 11:00:00 
start 08/13/91 12:00:00 

Til!IER MODE 
I SETUP I EXIT I 

SETUP #1 
8 grid 

SPEED: 025四／s
DUAL SPEED IC紐CELI

I I 

08/13/91 12:00:50 
stop 08/13/91 12:10:00 

TIMER MODE 
I I EXIT I 

SETUP #2 
8 grid 

SPEED: 050皿／s
DUAL SPEED I CANCEL I 

(8) 



【メニューm-1】

DATA I PLAY 

CAPT I BACK 

more 

§ノーマルメモリ

マニュアルデータ取り込みマニュアル出力

DATA CAPTURE: !lanual Arm -Manual Playback 

Press RUN to start Capture \ RUN \ EXIT 

▼ 

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 

ACQUIRING PRE-TRIGGER DATA I EXIT 

↓
 

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 

ACQUISITION COMPLETE I EXIT 

§マニュアルデータ出力

DATA PLAYBACK 

PB : 00 - 100% IIAGK: Xl I PAUSE I EXIT I 

▼ 

PLAYBACK PAUSED 

PTC: 00 -100% MAGN: Xl RUN I EXIT I 

▼ 

DATA PLAYBACK 

PTC: 00 -100% MAGN: Xl I PAUSE I EXIT I 

↓
 

DATA CAPTURE: llanual Ar重 -Manual Playback 

Press RON for Playback I RON I KXIT 

▼

DATA CAPTURE: Manual Arm - Manual Playback 

DATA PLAYBACK I PAUSE I EXIT 

▼ 

DATA CAPTURE: 11.anual Ar■ - Manual Playback 

PLAYBACK PAUSl!D I RUN I EXIT 

(9)



［メニューm-2】

DATA I PLAY 
CAPT I BACK 

more 

§セグメントメモリ
マニュアルデータ取り込みマニュアル出力 §セグメントメモリ マニュアルデータ出力

DATA CAPTURE: Record : #1 •SEGl!.ENTED* 
I I I NEXT I PREV I RUM I EXIT 

DATA PLAYBACK : RE CORD: #1 *SEGMENTED* 
I NEXT I PREV I RUN I EXIT 

▼ ▼
 

DATA CAPTURE: Record : #1 
ACQUIRING PRE-TRIGGER DATA 

*SEGMENTED* 

I EXIT 
DATA PLAYBACK 

PTC: 00 - 100% MAGN: Xl I PAUSE I EXIT I 

↓
 

▼ 

DATA CAPTURE: Record : #1 
ACQUISITION COMPLE TE 

*SEGMENTED* 

I EXIT 
PLAYBACK PAUSED 

PTC: 00 - 100% MAGN: Xl I RUN I EXIT I 

↓
 

DATA CAPTURE: Record : #1 
Press RON for Playback 

*SEGHENTED* 
RUN I EXIT 

▼
 

DATA CAPTURE: Record 
DAT A PLAYBACK 

#1 *SEGIIEHTED* 

I PAUSE I EXIT 

▼

DATA CAPTURE: Record : U 
PLAYBACK PAUSED 

*SEGMENTED* 

RUN I EXIT :
―----―

| 
DATA CAPTORE: Record : #1 

: I PLAYBACK COMPLE TE 
， ' '＇ 

:. ---. ---. -. ---.... ---- :

*SEGMENTED 
I EXIT 

(1 0) 



4. AMPS ET KEYS 

(6) COMMENT KEY 

• ZERO&GA IN KEY 

Enter c畑nnel to COIIII血T ? Channel: 1 

I IIIC I DEC I l!DIT I EXIT I 

↓
 

Ch 1 *POSITION•

INC I DEC I GND I ZS I !ORE I RANGE I 

CH ANNEL #01 

ch 01 PosOOl 

ch 01 Pos041 

ch 01 Pos081 

ch 01 Pos121 

more I SET | 

↓ 

more I SET I 

↓ 

I more I SET I 

Ch 1 Zero Suppression: - 500,0 v 

INC I DEC I •Knob adjust* I EXIT I 

Ch 1 

INC I DEC 

MODE : pk-pk 

I PK-PK I 血S I EXIT I 

I more I SET I 

Ch 1 off 10. 5 vfs 

INC I DKC I FILT I IIV I V I ZERO I

5. 操作キ一部

• LIST KEY 

• AU T O R A N G E KEY 

* HELP and STATOS IHFORIIATIOH * 

HELP I KEYS I STAT I I I EXIT I 

AUTORAMGE IN PROGRESS... 

I CANCEL I 

AUTORANGE COIIPLETED ... 

Select Par旺eters I COM-

I FILEl I FILE2 I FILES I ACTIVE I MENT I. EXIT I 

I CANCEL I 

(11)



(1) 本書の内容の全部または、一部を無断で転載することは固くお断り致します。
(2) 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。
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